




149 巻頭言　1

大学を出て最初に入った会社は外資だった。不謹慎だがア
グリビジネスというより，ずっとやっていた空手の練習を続
けられるのが一番の理由だった。実はメーカーということも
よく知らなかったのだから，その時の上司や今の就活生が聞
いたら驚くだろう。いや怒るだろう。そのくらい世の中は寛
容だった。会社に入って最初に言われたのが雑草の種類を覚
えることだった。これがスズメノテッポウで，これがスズメ
ノカタビラ。これはスギナでこれはヒメオドリコソウ。春草，
夏草，一年生に多年生。ハルジオンにヒメジョオン。10m
先から草の色や高さで草種が判別できるようになってくれと
先輩から言われた。無理だろうと思った。
田んぼの畔に出て，草を眺めていると，時間はゆっくり過
ぎていった。これから世の中コンピューターや携帯で忙しく
なる時代でも，大地だけは変わらない時間が流れていた。春
は天気がよく，暖かかった。
雑草を覚えるのは簡単に進まなかった。先輩たちが全国の
あちこちで問題雑草を拾ってきては，仕事のネタにしていた。
地方の呼び名もあり，できればそれで呼んだほうがお客さん
もピンとくるから，その呼び名も覚えろと言われた。その時，
会社には神様と崇められていた雑草のエキスパートのお爺さ
んがいた。何を聞いても経験談と共に話してくれる。生態は
もちろん，完璧な枯らし方までよく知っている。あとでその
人が植調出身と聞いて，植調が眩しく見えるようになった。
やがて，雑草だけでなく害虫，病気にも追いかけまわされ
た。海外で世界の市場を担当した時，私には病気の区別など
つかず，スイスの畑でやはり葉の裏の病変を見て，それが何
かすぐ分かるようになってほしいとスイス人から言われた。
言うことはどこでも同じらしい。
海外の仕事も役に立った。イタリア人と喧嘩もしたが，ルッ
コラがもともと果樹園の雑草で，貧しいから食べるように
なったのが起源だと教わったのもイタリア人だった。イタリ
ア人の言うことだから本当かどうかは分からない。
ジャガイモの病気よりワイン（ぶどう）の病気の方が気に
なった。あまり行かないジャガイモ王国オランダの社長とも

よく口論になった。ポテトヘッドとは愚か者，馬鹿者という
意味らしいが，危うくその単語を何度も発したい衝動にから
れ，そのたびによくこらえた。あの時の感情の揺らぎが学習
だったと今になってみればわかる。
種苗の仕事をしていた時は栽培，青果流通にも明るくなけ
れば仕事にならなかった。餅は餅屋，本当に奥が深く，それ
ぞれの業界と人がつながり，農産物が食卓に上がっているこ
とを思い知った。
この業界での仕事は自分が何も知らないと痛感することの
繰り返しだった。人から教わることへの感謝と謙虚さがなく
ては務まらない。全国，各方面の専門家の経験や知恵の上に
自分の仕事が成り立っていた。今も人に聞いてばかりである。
組織の力は専門性の掛け合わせがものをいうし，国の農業の
力や将来もやはり同様なのだろう。弊社のテクノロジーをベ
ストな形で世に出すにあたり，植調の先生方の知見，ご支援
には本当に感謝している。
日本の食卓は戦後，生産者の大変な苦労と経済力のお陰で
しばらくは平和で，豊かな暮らしが守られてきた。これから
はそうはいかない。食糧安保，地球環境，農業そのものがも
たないと言われている。2050 年の食料自給率が 19%にな
るという怖い話もある。豊かな時代から，私たちの子や孫が
飢えないか，という切実な問題が見え隠れしている。
今が幻と言われないように，先人の知恵，業界の叡智を結
集して，日本の農業を元気にしなければいけない。ユネスコ
に登録された「和食」のお陰で海外では猛スピードで日本食
レストランが増えている。世界の「和食」という苗木がやが
て大きな木となり，世界に冠たる料理になれば，日本の農産
物がもっと旺盛に輸出され，農業にも元気がでるだろう。元
気を出すには生産場面で山積する課題の解決，技術革新が今
以上に欠かせない。農家の「賃上げ」は一丁目一番地だ。
弊社だけでは蟷

とうろう

螂の斧
おの

だが，できないと思ったら何もでき
ない。社会全体で日本の食や農の未来は変えられるはずだし，
その為に少しでも頑張ることがせめてもの恩返しだと思って
いる。
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稲発酵粗飼料（イネ WCS，イネホー
ルクロップサイレージ）はイネの地上
部全体を専用の飼料収穫機で収穫し，
保存性や家畜の嗜好性を高めるために
気密性を高めた容器内で乳酸発酵させ
調製した粗飼料である（図 -1）。近年，
為替相場の変動や，主産地や新興国な
どでの需要の増加などによる輸入粗飼
料の価格が上昇する一方で，主食用米
の需要が減少している（農林水産省
2024a，2024b）。その中で，稲発酵
粗飼料は我が国の気象条件で容易に栽
培可能で水田を有効活用できる作物で
あることから注目されている。その作
付面積は，2000 年以降の継続的な行
政支援もあり増加傾向にあり，2023
年にはおよそ 5.3 万 ha の作付けが行
われた（図 -2）。

稲発酵粗飼料は地上部全体を利用す
るものであるため，稲発酵粗飼料用の
品種には子実部だけではなく茎葉を含

めた地上部全重が大きいことが求めら
れる。また，多収化のための多肥栽培
および効率的な収穫作業を行うための
高い耐倒伏性が求められるほか，発酵
粗飼料に調製された際には飼料として
の良好な品質も求められ，良好な発酵
に必要な高い糖含有率や，特にイネの
子実は牛体内での消化性が劣るため

（新出 2010），子実の割合が少なく，
消化性が優れる茎葉が多収であること
が求められる。

稲発酵粗飼料用品種の開発は 2000
年以降から行政支援のもとに行われ，

「夢あおば」や「ホシアオバ」，「クサ
ノホシ」など北海道から九州までの全
国各地の気象条件に適応した品種が農
業・食品産業技術総合研究機構（以
下，農研機構）等により育成された。
しかし，初期に開発された品種の多く
は既存の子実多収品種をベースに育成
され，茎葉だけでなく子実も増やすこ
とにより地上部の多収を実現する品種
であったことから，子実の消化性の改
善など飼料の生産や給与面で多くの

課題があった（新出 2010）。その中
で，2010 年に短穂遺伝子 sp1（Li ら 
2009）により従来の品種より穂が短
く小さい極短穂性を示す発酵粗飼料専
用品種「たちすずか」が開発された（松
下ら 2012）。「たちすずか」は，多く
の子実を着ける従来品種と比較し，子
実が少ないことにより未消化籾の問題
が解決されただけではなく，極めて
高い耐倒伏性を有すること（松下ら
2012），発酵に必要な糖含有率が高く
発酵品質が優れること（松下ら 2012; 
山田・村田 2010），牛に給与した際
の粗繊維の消化性が優れること（河野
ら 2014）など従来の品種と比較し飼
料特性と栽培特性の両面で優れること
が明らかとなり，同様の特性を持つ品
種に対する需要が全国的に高まった。

農研機構では，栽培適地や収穫可能
期間を拡大し良質な稲発酵粗飼料の生
産を推進すべく，極短穂性で「たちす
ずか」と同じ長所を備えつつ早晩性や

「たちすずか」の欠点である縞葉枯病
抵抗性の改良を進め，これまでに発酵

発酵粗飼料専用の極短穂性
イネ品種の特性と利用方法

図 -1　稲発酵粗飼料の収穫風景図-1 稲発酵粗飼料の収穫風景 図 -2　発酵粗飼料用イネの作付面積 （農林水産省資料より作図）
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粗飼料専用品種として中生の「たちあ
やか」（Matsushitaら 2014，2012年育
成），縞葉枯病に抵抗性で早生の「つき
はやか」（中込ら2022a，2020年育成），
中生の「つきあやか」（中込ら2022a，
2020年育成），晩生の「つきすずか」（中
込ら2018，2016年育成）や極晩性の「つ
きことか」（中込ら2019，2018年育成）
を育成した（図 -3）。
本稿ではこれら極短穂性品種シリー
ズの普及や良質な稲発酵粗飼料の利用
促進に資するよう，これらの極短穂性
品種に共通する特性や各々の品種特
性，品種の利用方法，今後の課題につ
いて紹介する。

１．極短穂性品種の特徴

極短穂性の６品種に共通した特性を
以下に紹介する。

１）穂が小さく籾が少ない
従来品種は一般的に子実（籾）が凡
そ 40 ～ 60％を占める。イネの子実
は難消化性の籾殻に覆われており，牛
の第一胃内での分解速度が遅く，従来
型の品種「クサノホシ」を用いて異な
る時期に刈取，調製した稲発酵粗飼料
を用いた試験では，牛に給与した際の
糞中への子実排泄率は，登熟が進むに
つれて高くなり黄熟期以降で 40％以
上にのぼった（新出 2010）。そのた

め従来品種では高い子実排泄率が大き
な養分損失となり，消化性の改善が求
められていた。
極短穂性品種は短穂遺伝子の変異に
より穂基部を中心に籾の発育不全が起
きることで穂が短くなる（図 -4）。そ
の結果，極短穂性品種の穂重あるいは
子実割合は，早生の「つきはやか」で
23％程度，その他の品種ではいずれ
も 10％以下と極めて少ない（表 -1）。
一方で，穂への転流が抑制された光合
成産物が茎葉部に多く蓄積することに
より（福嶌ら 2017，中込ら 2022b），
地上部の全乾物重は従来品種と同等で
あり，消化性に優れる茎葉の収量が従
来品種より 30 ～ 50％程度高い（表
-1）。そのため極短穂性品種を用いる
ことにより収量性を損なうことなく高
い子実排泄率による養分損失の問題を
解決できる。

２）茎葉に糖分を蓄積する
飼料の発酵品質と材料草中の糖含有
率との間には正の相関があり（山田・
村田 2010）, 良好な発酵粗飼料を生
産するためには乳酸菌のエネルギー源
となる糖が材料草の新鮮物中に 2%以
上必要とされる（野中 2006）。しか
し，例えば従来品種「夢あおば」の出
穂後40～ 50日頃の糖含有率は2.8％
（表 -1）であり新鮮物中では 0.8 ～ 1％
（水分含有率 65 ～ 70％で換算）と糖
含有率が低い。そのため従来品種では
発酵品質の低下やカビによる飼料変敗
による廃棄ロスが問題となりやすかっ
た。極短穂性品種の糖含有率は乾物当

図 -3　極短穂性品種の草姿
つきことかつきすずかたちすずかたちあやかつきあやかつきはやか

図-3 極短穂性品種の草姿

図-4 極短穂性品種と従来品種の穂相
△は穂首の位置を示す。sp1を持つ極短穂性品種は穂首付近の穎花が十分に
発達せず，短く小さい穂になる。

つきはやか
つきあやか
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図 -4　極短穂性品種と従来品種の穂相
△は穂首の位置を示す。sp1 を持つ極短穂性品種は穂首付近の穎花が十分に発達せず，短く小さ
い穂になる。
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たりでは 10% 以上であり（表 - １），
新鮮物中あたりに換算すると 3％以上
と，いずれの品種も新鮮物中に 2％以
上の可溶性糖が含まれている。以上の
ことから，極短穂性品種では良好な発
酵が期待できる。

３）倒伏に強い
倒伏は収穫時の作業効率を下げるば

かりではなく，雨滴や露が乾きにくい
ことによる飼料原料の水分含有率の増
加や泥の付着による品質低下につなが
る。極短穂性品種の耐倒伏性について
は極長稈の「つきことか」を除いて
は，いずれも “ 極強 ” である。松下ら

（2012）は，「たちすずか」の第５節
間中央部の挫折強度は，出穂後１か月
では従来品種の「クサノホシ」と同等
であるが，出穂後２か月では「クサノ
ホシ」の挫折強度が低下するのに対し
て，「たちすずか」で向上したことを
報告しており，「たちすずか」では茎
葉中に糖分を多く蓄積するため稈の老
化が抑制され耐倒伏性を長期間維持し
ている可能性を指摘している。また，

「たちすずか」や「たちあやか」では
子実割合が小さく茎葉重が大きいこと
から，従来品種「クサノホシ」，「ホシ

アオバ」より地上部重心高が低いこと
も耐倒伏性に寄与している（松下ら
2012; Matsushita ら 2014）。これら
稈挫折強度や重心高の特性は他の極短
穂性品種に共通すると考えられ，極短
穂性品種は従来品種より高い耐倒伏性
を有していると考えらえる。

４）収穫適期が長い
食用米のように子実を収穫の対象と

する場合は，十分に子実が登熟した成
熟期が収穫適期となるが，稲発酵粗飼
料の収穫適期の判断については，地上
部の収量性や倒伏性の他，子実の消化
性や水分含有率などの飼料品質を考慮
し総合的に判断する必要がある。

極短穂性品種の地上部乾物重は，従
来型の品種と同様に登熟が進むにつ
れて増加するが，出穂後 30 ～ 40 日
に概ねピークに達するため（中込ら
2022b），収量性の点からは出穂後 30
～ 40 日以降が収穫適期と言える。特
に極短穂性品種は耐倒伏性に優れるも
のが多いことから（表 -2），収穫作業
の点からは成熟期以降も収穫適期と言
える。

飼料品質の点においては，良好な品
質の発酵粗飼料を調製するには，稲体

の水分含有率を 70％以下に抑えるこ
とが必要とされる（野中 2006）。極
短穂性品種の水分含有率は出穂後日数
に伴い減少する傾向にあり，出穂１週
間後程度の乳熟期では水分含有率が
70％を超え不良発酵の要因となるが，
出穂後 30 日以降では概ね 70％以下
になる（草ら 2018; 福嶌ら 2017; 中
込ら 2022b）。子実の消化性について
は，従来品種では成熟の進行にともな
い未消化籾率が高まり養分損失が問題
となるが（新出 2010），極短穂性品
種では子実割合が極めて少ないため，
収穫時期を考慮する必要がない。ま
た，飼料成分含有率は出穂から出穂後
30 日までは非繊維性炭水化物（NFC）
の蓄積により変動が大きいが，出穂後
30 日以降では変動が少なく（福嶌ら
2017; 中込ら 2022b），収穫時期によ
らず安定した飼料成分の材料草が得ら
れる。さらに，穂重割合が大きい従来
品種では茎葉部の消化性が出穂期以降
低下しやすいのに対して，穂重割合が
やや小さい「たちすがた」や「リーフ
スター」，極短穂性品種の「たちすず
か」では，出穂期から出穂期後 60 ～
70 日まで落ちにくいことが報告され
ている（日本草地畜産種子協会 2022; 

表-1　極短穂性品種の生育特性

品種名 品種名 草型
調査
年次

出穂期
（月.日）

稈長
(cm)

穂長
(cm)

穂数
（本/㎡）

倒伏
程度

地上部
乾物重
(kg/a)

比較
比率
(%)

茎葉
乾物重
（㎏/a)

比較
比率
(%)

籾重
割合
(%)

糖含有率
（％）

出

早生 つきはやか 極短穂 8.04 101 19.7 225 0 152 96 117 149 23.0 11.9

夢あおば 従来型 8.06 88 23.2 300 0 159 100 79 100 50.4 2.8

中生 つきあやか 極短穂 8.14 113 12.8 336 0 177 101 169 142 3.4 15.7

たちあやか 極短穂 8.16 113 14.0 326 0 167 95 163 137 2.7 15.6

たちはやて 従来型 8.14 115 31.2 266 0 176 100 119 100 32.3 9.4

晩生 つきすずか 極短穂 9.02 124 12.9 286 0 180 91 175 136 2.8 17.5

たちすずか 極短穂 9.02 122 14.8 286 0 182 93 169 131 7.1 16.2

タチアオバ 従来型 9.05 110 24.9 248 0.2 197 100 129 100 34.5 5.4

極晩生 つきことか 極短穂 9.23 138 13.0 255 1.5 213 119 209 127 1.7 15.5

（晩生） たちすずか 極短穂 9.02 119 16.0 250 0.3 179 100 164 100 7.9 16.8

2014～
2017年

2016～
2019年

2016～
2019年

2014～
2016年

栽培地：西日本農業研究センター（広島県福山市）平均移植日6月4～6日，窒素施用量1.49g/㎡，栽植密度18.5～20.8株/㎡，植付本数３本。早生，中生品種:

平均窒素施肥量：1.49g/㎡(基肥0.56g/㎡，移植16～27日後0.29g/㎡，28～33日後0.31g/㎡，41～42日後0.31g/㎡)。晩生品種:平均窒素施肥量：1.49g/㎡(基肥

0.63g/㎡，移植25～28日後0.35ｇ/㎡，39～49日後0.26g/㎡, 49～57日後0.26g/㎡）。極晩生品種:平均窒素施肥量：1.49/㎡(基肥0.61g/㎡，移植19～27日後

0.33g/㎡，45～57日後0.28g/㎡，55～68日後0.28g/㎡)。「従来型」の草型は極短穂性を示さない一般的な形態の穂を持つ草型を示す。穂数には，全穎花が生

育停止し出穂しない稈を含む。地上部乾物重は，出穂後40～50日頃に収穫した際の値。糖含有率は，HPLC法による分析（食品分析センターSUNATEC）。（引

用：中込ら2018；中込ら2019；中込ら2022a）

表 -1　極短穂性品種の生育特性
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表 -1　極短穂性品種の生育特性

中込：発酵粗飼料専用の極短穂性イネ品種の特性と利用方法　5

名取・細谷 2016）。以上のことから，
従来品種では収量性や子実の消化性
などから黄熟期にあたる出穂後 25 ～
40 日頃の限られた期間が収穫適期で
あるのに対して，極短穂性品種では出
穂後 30 日以降の長い期間に渡って良
質な発酵粗飼料の生産が可能である。

２．品種ごとの特性

１）「つきはやか」
極短穂性品種のシリーズ中では最も

出穂期が早い早生の品種。イネ縞葉枯
病に抵抗性である（表 -2）。稈長は「夢
あおば」より 13㎝長い長稈である ( 表
-1)。籾重割合は 23％で従来品種「夢
あおば」より明らかに低いが，他の極

短穂性品種と比較してやや高い。また，
茎葉乾物重は「夢あおば」より 49％
多収である。おおよその栽培適地は東
北中部以南である（図 -5）。

２）「つきあやか」「たちあやか」
中生の極短穂性品種。イネ縞葉枯病

に対して「たちあやか」は罹病性，「つ
きあやか」は抵抗性である（表 -2）。稈
長は 110㎝を超える長稈であり，籾重割
合は 3％程度である ( 表 -1)。また，茎葉
乾物重は従来品種の「たちはやて」より
40％程度多収である。おおよその栽培
適地は東北南部以南である（図 -5）。

３）「つきすずか」「たちすずか」
晩生の極短穂性品種。縞葉枯病に対

して「たちすずか」は罹病性，「つき
すずか」は抵抗性である（表 -2）。稈
長は長く栽培法によっては 120㎝以上
に達する ( 表 -1)。また，籾重割合は
3 ～ 7％と低く，茎葉乾物収量は従来
品種の「タチアオバ」より 30％程度
多収である。おおよそ栽培適地は関東
以西である（図 -5）。

４）「つきことか」
極晩生の極短穂性品種。縞葉枯病に

対して抵抗性である（表 -2）。稈長は
極めて長く栽培法によっては 140㎝近
くに達する ( 表 -1)。また，籾重割合
は 1.7％と低く茎葉乾物収量は「たち
すずか」より 27％多収である。おお
よそ栽培適地は東海，瀬戸内沿岸，九
州である（図 -5）。

３．活用方法および栽培上
の注意

晩生の「つきすずか」，「たちすずか」，
「つきことか」と早生の「つきはやか」，
中生の「たちあやか」とでは出穂特性
が大きく異なる。「つきすずか」，「た
ちすずか」，「つきことか」は感光性が
強く，出穂期は日長の影響を強く受け
るため，育成地（広島県福山市）では
移植時期を５月中旬から 7 月中旬の
間で変えても「つきすずか」，「たちす
ずか」では 9 月上旬に，「つきことか」
では 9 月末に出穂し，変動が小さい（表
-3）。そのため，移植時期を早くすれ
ば，出穂までの生育期間が長くなり多
収になりやすい。反対に移植時期が遅

表-2　極短穂性品種の障害抵抗性

品種名 耐倒伏性
除草剤
耐性

いもち病
真性抵抗性
遺伝子型

葉いもち
圃場抵抗性

縞葉枯病
抵抗性

つきはやか 極強 非感受性 Pia,Pi20 やや弱 抵抗性

つきあやか 極強 非感受性 Pib,Pia,Pi20 かなり弱 抵抗性

たちあやか 極強 非感受性 Pii,Pik,Pita-2,Pib,Pi20 やや強 罹病性

つきすずか 極強 非感受性 Pib,Pik-m,Pi20 不明 抵抗性

たちすずか 極強 非感受性 Pib,Pita,Pi20 不明 罹病性

つきことか やや強 非感受性
Ｐｉb,Pik-m,Pi20,

その他不明
弱 抵抗性

注）除草剤耐性：４HPPD阻害型除草剤（ベンゾビシクロン，メソトリオン，テフリル

トリオン）に対する反応。

表 -2　極短穂性品種の障害抵抗性

図 -5　極短穂性品種の栽培適地
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くなれば生育期間が短くなり，少収に
なりやすい。一方で「つきはやか」，「つ
きあやか」，「たちあやか｣ の出穂は
日長の影響を受けにくく，育成地で 5
月下旬移植した場合は，「つきはやか」
では 7 月末に，「つきあやか」と「た
ちあやか」では 8 月上旬頃に出穂する。
また，7 月中旬移植した場合は「つき
はやか」では 9 月上旬，「つきあやか」
では 9 月中旬に出穂し，晩植した場
合は晩生の「つきすずか」と同等かよ
り遅くなることがある（表 -3）。この
様な出穂特性を活用すれば様々な作付
け体系を設定することが可能である。
例えば，移植時期を早く設定できる地
域であれば，生育期間を長く稼げる ｢
つきすずか｣ や「つきことか」が多収
になりやすく，麦後や食用品種の移植
後など 6 月下旬以降の遅い時期にし
か移植できなければ，生育期間が短く
なりにくい ｢たちあやか｣，「つきあや
か」が収量的に有効である。また，出
穂をできるだけ早め，早期収穫を行う
必要がある場合には「つきはやか｣ の
早期移植が有効である。

また，極短穂性を十分に発揮させる
ためには移植や施肥の時期に留意する
必要がある。いずれの品種も到穂日数
が短くなると穂重割合が高まる傾向に
あるが，特に感光性が強い「つきすず

か」，「つきことか」等でその傾向は強
い（中込ら 2020b）。そのためこれの
品種では晩植や極晩植で栽培しないよ
う注意する必要がある。また ,「たち
すずか」では基肥を少なくし穂肥を施
用することで穂重割合が高まり，反対
に穂首分化期までの生育前半の施肥で
茎葉収量が高く子実収量が少なくなる
ことが報告されている（保科・上藤
2011, 保科 2014, 勝場・藤本 2013）。
子実を収穫する食用品種では穂肥の施
用により子実収量を高める必要がある
が，稲発酵粗飼料においては子実は未
消化による栄養損失につながるため不
要である。そのため飼料を生産する上
では穂肥は施用せず，分げつや稈長を
伸ばし茎葉収量を高めるため栄養生長
期間を中心とする施肥体系をとる必要
がある。

４．今後の課題

１）効率的な採種方法開発
極短穂性品種は子実が少ないことで

栽培面や飼料としてのメリットが多く
ある一方で，子実はイネの種子である
ことから採種効率が悪く，普及を円滑
に進めるために効率的な採種方法の開
発が課題となっている。これまでに，

「たちすずか」や「たちあやか」は一
般的な品種と異なり，地上部乾物重を
増やすことにより種子収量を増やす
ことはできないことが報告されてい
る（藤本ら 2016）。また，「たちすず
か」，「たちあやか」では栽培方法によ
り一穂籾数は大きく変動し（図 -6），
収量構成要素のうち一穂籾数が最も種
子収量に寄与することが報告されてい
ることから（保科・上藤 2011；保科
2014；松下ら 2014；藤本ら 2016），
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表 -3　極短穂性品種の移植時期による出穂期と収穫適期

図 -6　「たちすずか」の穂の変異（藤本ら2016）図-6 「たちすずか」の穂の変異（藤本ら2016）



1556　植調　Vol.58, No.5　(2024）
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また，7 月中旬移植した場合は「つき
はやか」では 9 月上旬，「つきあやか」
では 9 月中旬に出穂し，晩植した場
合は晩生の「つきすずか」と同等かよ
り遅くなることがある（表 -3）。この
様な出穂特性を活用すれば様々な作付
け体系を設定することが可能である。
例えば，移植時期を早く設定できる地
域であれば，生育期間を長く稼げる ｢
つきすずか｣ や「つきことか」が多収
になりやすく，麦後や食用品種の移植
後など 6 月下旬以降の遅い時期にし
か移植できなければ，生育期間が短く
なりにくい ｢たちあやか｣，「つきあや
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極短穂性品種において種子収量を改善
するには一穂籾数を改善することが最
も効率的であると考えられる。

先行して育成された「たちすずか」
では，生殖成長期間を中心とした施肥
体系，つまり基肥を少肥とし，幼穂分
化期以降の穂肥を施用する施肥体系や
晩植，疎植栽培で一穂籾数や種子収量
が増加することが報告されている（藤
本ら 2016; 保科・上藤 2011; 保科
2014; 保科・高桑 2014; Matsushita
ら 2013）。これらの知見をもとに種
子生産用の栽培マニュアル（勝場・藤
本 2013）が作成され，飼料用の栽培
であれば 10㎏ /10a 程度の籾重であ
るのに対して，300 ～ 450㎏ /10a 程
度の種子収量を得られるようになっ
た。また，同様の技術により「つきす
ずか」や「つきことか」の効率的な採
種も可能であることが報告されている

（中込ら 2018，2019）。
しかし，「たちあやか」と「つきあ

やか」では，上記の採種技術を活用し
ても安定した種子量を得ることが難し
い。「たちあやか」を用いた試験にお
いては幼穂形成期の低温により一穂籾
数が増加するとの報告があり，高標高
地や寒冷地での採種が有効との指摘も
なされているが（中込ら 2020a），十
分に安定した採種方法の開発に至って
いない。極短穂性品種の普及には，極
短穂性品種に共通した統一的な採種方
法の開発が必要であり，一穂籾数の変
動に係るメカニズムを解明する必要が
ある。

２）いもち病抵抗性の強化
本稿で紹介した極短穂性を示す６品

種はいずれも我が国で優占しているい
もち病菌に対して強力な抵抗性を示す
真性抵抗性遺伝子を有しているが，圃
場抵抗性は不明あるいは弱いものが多
い（表 -2）。そのためこれらを侵害す
るいもち病菌が現れると感染が広がる
恐れが高い。すでに同一の極短穂性品
種の栽培を続けている地域においてい
もち病の発生が見られる事例がある。
いもち病は多肥栽培で発生が多くなる
が，稲発酵粗飼料は耕畜連携における
畜産堆肥の多投や多収を得るために施
用窒素量が多くなるケースが多い。ま
た，農林水産省の「緑の食料システ
ム戦略」においては農薬の使用量を
2050 年までに 50％低減することが
目標として掲げられている。そのため，
極短穂性品種へのいもち病圃場抵抗性
の付与は喫緊の課題となっている。こ
れまでに pi21 や Pi39 などのいもち病
圃場抵抗性遺伝子が同定されており，
今後はこれらのゲノム情報を活用しい
もち病抵抗性を強化した極短穂性品種
の開発を行う必要がある。

５．最後に

極短穂性の品種は 2023 年 5 月の時
点で宮城県から大分県までの 23 県に
おいていずれかの品種が飼料作物の奨
励品種や優良品種などに指定され（農
林水産省 2023），普及が進んでいる。
しかし，既存の食用品種や飼料用米兼
用の品種を稲発酵粗飼料の生産に用い

ている産地が未だ主流と思われる。種
子価格や耐病性等の課題も残される
が，専用品種の存在やその飼料として
の優れた点を多くの畜産農家や耕種農
家に知っていただき，さらなる普及を
期待したい。
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はじめに

日本では，2022 年度に約1 億8,900
万本のバラが生産され，国内第3 位の
切り花生産量となっている（農林水産
省  2023）。しかし，近年では安価な輸
入バラ切り花が増加しており，国産バ
ラ切り花とのすみ分けが求められてい
る。そこで近年，国産バラ切り花の優位
性として，鮮度が重要となる芳香性品
種の需要が高まっている。

日本で最も生産量の多い芳香性バラ
切り花品種は ‘ イヴ・ピアッチェ ’ で
ある。この品種は約 50 枚の桃色花弁

からなる牡丹に似た八重咲きの華やか
な花形により人気があるが，開花中に
花弁が向軸側に湾曲した奇形花弁が頻
発する。この奇形花弁は正常な開花を
妨げ，花の香りも変質して弱まり，切
り花品質が著しく低下する。著者らは
この奇形花を「インカーブ花」と名付
けた ( 図 -1A，B)。インカーブ花は ‘ イ
ヴ・ピアッチェ ’ とその枝変わり品種
群や，‘ ホワイトクリスマス ’ などの
花弁数の多い一部の品種でも同様に見
られることが知られている。著者らの
先行研究（富山ら 2013) で，インカー
ブ花は花弁表皮細胞の構造が凸レンズ
状の立体構造であることから，開花段

階における花弁表皮細胞は未成熟であ
る可能性が考えられる ( 図 -1C，D)。
しかし，インカーブ花の発生機構につ
いては未だ明らかになっておらず，根
本的な対策はなされていないのが現状
であった。

オーキシンやジベレリンなどの植物
ホルモンは，細胞の分裂と肥大を制御
するための重要な因子であり，花の発
達においても多くの報告がなされてい
る。そこで著者らは，花蕾発達時の花
弁の内生酸性植物ホルモンを調査した

（Kaneeda et al. 2024)。そして，収
穫後のインカーブ花弁数を抑制し，正
常に展開させるために，様々な植物ホ
ルモンを活け水に添加し，その影響を
調査した (Kaneeda et al. 2023)。ま
た，栽培時においてインカーブ花の
発生そのものを抑制するために，収
穫前の花蕾に植物ホルモンを散布し，
その影響を調査した（Kaneeda et al. 
2024）。

１．花蕾発達時の花弁の
内生酸性植物ホルモン

2021 年に明治大学の温室で栽培さ
れた ‘ イヴ・ピアッチェ ’ から花弁を
採取し，内生植物ホルモンの測定に使
用した。2021 年 4 月から 7 月まで，
各発達段階（ステージ 0 〜 4，図 -2）
の花から全花弁を採取した。ステージ
1 は，萼片が 90° に広がった未熟な花
蕾を意味する。この段階では，正常花
とインカーブ花の間に形態的な区別は
ない。ステージ 2 は，萼片が 180° に
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図 -1　�バラ ‘ イヴ・ピアッチェ ’ の（A）正常花と（B）インカーブ花，および花弁縁部向軸側
細胞のユニバーサルズーム顕微鏡写真（150倍）の（C）正常花と（D）インカーブ花 .�（冨
山ら�2013）

� ※正常花は切り花長70�cm，茎径6�mm，インカーブ花は切り花長60�cm，茎径8�mm
� 　のものを使用

植調原稿図表 
 
 

  

図-1 バラ‘イヴ・ピアッチェ’の（A）正常花と（B）インカーブ花，および花弁縁部向軸側細胞の

ユニバーサルズーム顕微鏡写真（150 倍）の（C）正常花と（D）インカーブ花. （冨山 
2013） 
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図 -2　使用した開花ステージおよび正常花とインカーブ花の形態の違い（Kaneeda�et�al .�2024）
� � (A):�ステージ�0，(B):�ステージ�1，(C):�ステージ�2，(D):�ステージ�3，
� � (E)�と�(F):�ステージ�4�の正常花，(G)�と�(H):�ステージ�4�のインカーブ花．
� � 　※矢印はインカーブ花弁を示す
� � 　※ステージ 0は正常花とインカーブ花の区別なし

 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  

図-2 使用した開花ステージおよび正常花とインカーブ花の形態の違い（Kaneeda et al. 
2024） 
(A): ステージ 0，(B): ステージ 1，(C): ステージ 2，(D): ステージ 3， 
(E) と (F): ステージ 4 の正常花，(G) と (H): ステージ 4 のインカーブ花． 
※矢印はインカーブ花弁を示す 
※ステージ 0 は正常花とインカーブ花の区別なし 

図 -3　花弁展開時の花弁中の（A）インドール -3- 酢酸（IAA），（B）アブシジン酸�
� （ABA），（C）ジャスモン酸（JA），（D）ジャスモン酸イソロイシン（JA-Ile），�
� （E）サリチル酸（SA）含有量の変化．(Kaneeda�et�al .�2024).
� 　※各ステージの正常花とインカーブ花ともに n=3．
� 　※ステージ 1は正常花とインカーブ花の区別なし．
� 　※ t 検定より，*は 5％水準で有意差があることを示し，NSは
� 　　有意差なしを示す．エラーバーは ±標準誤差を示す．
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広がった，花弁が展開する直前の成熟
花蕾を意味する。この段階では，シュー
ト長と花床径の違いにより，正常花と
インカーブ花を区別することができ
る。ステージ 3 は，外側の 5 枚の花
弁が展開した開花段階で，インカーブ
花がはっきりと確認できる。ステージ 
4 では，外側の花弁 10 枚が展開して
花の発達は完了する。採取後に花弁の
新鮮重を計測し，液体窒素で凍結し，
分析まで -80℃で保管した。分析は，
ジ ベ レ リ ン 酸（GA1 お よ び GA4），
インドール -3- 酢酸（IAA），アブシ
ジン酸（ABA），ジャスモン酸（JA），
ジャスモノイルイソロイシン（JA-Ile）
およびサリチル酸（SA）について，
先行研究（Kanno et al. 2016）の方
法で実施した。

分析の結果，GA1 または GA4 は
全ステージで検出されず，ABA およ
び SA 含有量は全ステージにおいて正
常花とインカーブ花との間に有意差
はなかった（図 -3B, E）。IAA 含有量
はステージ 2 ではインカーブ花が正
常花よりも高くなったが，ステージ 3
または 4 では有意差はなかった（図
-3A）。JA 含有量は，正常花とインカー
ブ花の両方でステージ 1 から 2 にか
けて減少し，インカーブ花は正常花
よりも急激に減少した（図 -3C）。そ
の後，正常花の JA 含有量も急激に低
下し，ステージ 3 および 4 では正常
花とインカーブ花の間に有意差はなく
なった。JA-Ile 含有量も，JA 含有量
と同様の変化を示した（図 -3D）。 

以上の結果より，正常花とインカー

ブ花の間では，開花の初期段階である
ステージ 2 で， IAA，JA，JA-Ile の含
有量に有意差があることがわかった。
これは，インカーブ花が開花初期段階
に生じることを示唆している。バラの
奇形花の一種であるブルヘッドは，低
温や高温など不適切な温度条件下でバ
ラを栽培した場合に頻発するが，ブル
ヘッド花では内生サイトカイニン活性
が増加する一方，内生ジベレリン様物
質の活性は減少することが報告されて
いる（Zieslin et al. 1979）。このこと
から，開花開始時の何らかのストレス
が，インカーブ花の内生植物ホルモン
の変化を引き起こす可能性が考えられ
る。ステージ 2 では，インカーブ花
の IAA 含有量が正常花よりも有意に
高かったが，Aloni et al.（2006）は，
シロイヌナズナの花蕾発達中の葯に含
まれる高濃度の IAA が，花弁や蜜腺
など葯に隣接する花器官の成長を遅ら
せて雄ずいと同期させることを報告し
ている。したがって，本研究のステー
ジ 2 においてインカーブ花の IAA 濃
度が高いことは，花弁成長を制限する
要因である可能性が考えられる。一方，
ステージ 2 の JA および JA-Ile 含有量
は，インカーブ花が正常花よりも大幅
に低く，正常花のわずか約 25％であっ
た。シロイヌナズナの JA 合成に関与
する opr3 遺伝子は，花弁サイズ，細
胞の肥大，維管束の配置パターンの
変化を引き起こすが，外生 JA 投与に
より OPR3 花弁の表現型を回復させた
(Brioudes et al. 2009）。この結果は，
花弁の発達中に JA によって開始され

るシグナルが，花弁成長の後期段階の
細胞増殖と花脈形成の制御に関与して
いることを示唆している。ハクサイ

（Brassica campestris ssp. pekinensis）
の花弁変性変異体（pdm）では，野生
型（FT）と比較して，JA 濃度が低下
し，花弁長に影響を与えた（Peng et 

al. 2019）。また，JA 生合成部位が失
われた八重咲きユリ品種 ‘Doubleen’
では，花被片中の JA 濃度が低いと花
被の伸長が強く抑制されるが，ジャス
モン酸メチル（MeJA）を処理すると
花被片は伸長した（Fukasawa et al. 
2023）。これらの結果は，バラにおけ
る花弁中の低濃度の JA がインカーブ
花の形成に関与し，外生ジャスモン酸
を処理することによってインカーブ花
を抑制できる可能性を示唆している。

２．収穫後におけるイン
カーブ花の抑制方法の検討

‘ イヴ・ピアッチェ ’ の収穫後に外
生植物ホルモンを施用することで，イ
ンカーブ花弁数の増減に与える影響を
調査した（Kaneeda et al. 2023）。花
茎を 30 cm 長に切り，葉からの蒸散
と転流糖の影響を避けるため，すべ
ての葉を除去した。実験 1 では，花
茎の基部を，対照区の 0.005% (w/v) 
KathonTM CG ( 抗菌剤，Rohm and 
Hass 社 ) を含む脱イオン水，または
MeJA パルス吸水処理用に 500 µM 
MeJA ( 和光純薬工業株式会社 ) を加
えた脱イオン水に置いた。MeJA パ
ルス吸水処理は，切り花を 500 µM 
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MeJA 溶液に 24 時間置いた後，対照
区と同じ溶液に移した。糖による開花
への影響を避けるため，溶液に糖は
加えなかった。切り花は処理ごとに 8
本使用し， 50 mL 溶液の入ったメス
シリンダーに個別に挿し，24±2°C，
相対湿度 60±10%，16 時間明期 [ 光
合成光量子束密度 (PPFD): 20 〜 40 
µmol·m−2·s−1] に設定したインキュ
ベーター (LH-80LED-DT，日本医科
器械製作所 ) に置いた。実験 2 では，
実験 1 と同じ方法で切り花を処理ご
とに 5 本使用し，以下の 3 処理区で
実験１と同じ設定のインキュベーター
に置いた : (1) 対照区の 0.005% (w/v) 
KathonTM CG を含む脱イオン水，(2) 
0.005% (w/v) KathonTM CG を 含
む 500 µM MeJA パルス吸水処理区，
および (3) 0.005% (w/v) KathonTM 
CG を含む 500 µM SA 連続吸水処理
区。サリチル酸（SA）は，花の日持
ちが終了するまで切り花中のジャスモ
ン酸の生合成を阻害するため，連続給
水処理とした。満開までの日数は，花
の中心部に雄ずいと雌ずいが見えた日
と判定した。花の日持ちは，一般財団
法人日本花普及センターの「切り花の
日持ち評価レファレンステストマニュ
アル 2020 年版」（公益財団法人日本
花普及センター 2020）に従い，花弁
の萎れ，ブルーイング，花弁の変色に
より評価した。バラの一部の品種は開
花後期に花弁が青く褪色することがあ
り，この現象はブルーイングと呼ばれ
る（Yasuda 1970）。各項目はマニュ
アルの A から D で評価し，C が 2 つ

 
  

 処理区 満開までの日数 （日） 花の日持ち （日） 

実験 1 対照区 3.33 ± 0.30 4.50 ± 0.20 

 MeJA パルス吸水区 3.86 ± 0.13 4.86 ± 0.13 

 有意差 NS NS 

実験 2 対照区 3.88 ± 0.30 5.52 ± 0.12 

 MeJA パルス吸水区 4.56 ± 0.20 5.48 ± 0.14 

 SA 連続吸水区 3.80 ± 0.18 5.40 ± 0.14 

 有意差 NS NS 

表-1 MeJA パルス吸水または SA 連続吸水処理した切り花の満開までの日数

および花の日持ち. (金枝 2024) 

※実験 1 の各処理区の切り花本数は n=8． 
※実験 2 の各処理区の切り花本数は n=5． 
※NS は有意差なしを示す（実験 1 は t 検定，実験 2 は Tukey 法）.  

平均値±標準誤差を示す． 
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（Kaneeda�et�al .�2023）
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※実験 1 の各処理区の切り花本数は n=8． 
※実験 2 の各処理区の切り花本数は n=5． 
※NS は有意差なしを示す（実験 1 は t 検定，実験 2 は Tukey 法）.  

平均値±標準誤差を示す． 
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以上，または D が 1 つ以上になった
時点で花の日持ち終了とした。実験 2
の花の日持ち終了時の各要因の割合
は，各要因を生じた切り花の数を切り
花総数で割ることで決定した。

実験 1 の結果，MeJA パルス吸水
処理で花の日持ちは延長しなかった
が，満開までの日数が半日長くなる傾
向にあった（表 -1）。先行研究でも，
MeJA 処理によりバラ切り花の開花が
遅れることが報告されている（Horibe 
and Makita 2019; 2021）。実験 2 の
結果，MeJA パルス吸水処理，サリ
チル酸 (SA) 連続吸水処理および対照
区との 3 区間で花の日持ちに有意差
は見られなかった ( 表 -1)。また，実
験 1 と同様に MeJA パルス吸水処理
は，満開までの日数が増加する傾向を
示した。以上より，MeJA パルス吸水
処理区における満開までの日数の増加
は，Horibe et al. (2013) の報告と同
様，MeJA がバラ切り花の開花プロセ
スを遅らせたことを示唆している。バ
ラ切り花の観賞価値はつぼみから満開
までの開花過程にもあるため（Horibe 
and Makita 2019），満開までの日数
を長くする MeJA 処理は切り花の品
質を向上させる可能性がある。全処理
区において，花の日持ち終了時の要因
はブルーイングが最も一般的であった
が，ブルーイングの程度は処理区間で
異なった ( 図 -4)。SA 連続吸水処理区
では，花弁のブルーイングが最も一般
的であったが，MeJA パルス吸水処
理区のブルーイングは軽度であった。
MeJA パルス吸水処理区における花

の日持ち終了の主な要因は，花弁のわ
ずかな変色であり，花弁の萎れやひど
く変色した花弁はわずかであった（図
- ４A，C）。一方，対照区および SA 
連続吸水区では花弁の変色や萎れがよ
り多く見られ，対照区は，全処理区中
で最も花弁の萎れがひどかった（図 -
４B，D）。

両実験において，MeJA パルス吸水
処理区は，対照区と比較してインカー
ブ花弁数が大幅に減少した ( 図 -5，
図 - ６)。 著者ら (2019) は，インカー
ブ花の開花初期におけるインベルター
ゼ活性が急激に低下していることを示
した。また，Horibe et al. (2013) は，

MeJA 処理が切り花のインベルター
ゼ活性をより高いレベルで維持できる
ことを報告している。したがって，本
研究で，MeJA パルス給水がインカー
ブ花弁数の抑制に有効であったのは，
開花初期のインベルターゼ活性の急
激な低下を MeJA が抑制した可能性
がある (Kaneeda et al. 2023)。また，
SA 連続吸水処理区は対照区と比較し
てインカーブ花弁数が増加した。SA
は 13S- ヒドロペルオキシリノレン酸
から 12- オキソ - フィトジエン酸への
変換を阻害し，JA 合成を阻害するこ
とでシグナル伝達経路を阻害すること
が知られている（Doares et al. 1995; 
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Pieterse et al. 2012）。 ま た，SA は
シロイヌナズナにおいて JA 経路に負
のクロストークを及ぼすことが示さ
れている（Proietti et al. 2013）。本
研究の切り花における JA の生合成は 
SA によって阻害された可能性がある。
ただし，正常花とインカーブ花の花弁
中の SA 含有量は極めて少なく，両者
に有意差もなかったことから，SA 自
体はインカーブ花の発生には関与して
いない可能性が高い。インカーブ花の
発生要因を解明するにあたって，今
後は SA 以外の植物ホルモン処理によ
るインカーブ花弁の発生増加を試みる
必要があると考える。また，今回の実
験では，溶液に糖を添加しなかったた
め，対照区に比べて花の日持ちを有意
に延長することができなかったと考え
られるため，今後はインカーブ花弁の
抑制および花の日持ち延長を目的とし
て，植物ホルモンと糖の併用処理を試
みる。

結論として，MeJA パルス吸水処
理は，‘ イヴ・ピアッチェ ’ において
満開になるまでの日数を延長し，イン
カーブ花弁数を減少させることで切り
花の品質を改善した。対照的に SA 連
続吸水処理は，インカーブ花弁数を増
加し切り花の品質を低下させた。これ
らの結果は，MeJA と SA が ‘ イヴ・
ピアッチェ ’ におけるインカーブ花弁
の発達に対して拮抗的な影響を及ぼす
ことを示唆している。

3．栽培時におけるインカー
ブ花の抑制方法の検討

先行研究より，バラ切り花では収穫
後に酸性インベルターゼ活性が低下
し，MeJA 処理がこの低下を抑制する
ことが報告されている（Horibe et al. 
2013）。したがって，花蕾への MeJA
散布処理は，収穫後に低下する酸性イ
ンベルターゼ活性を高い値で維持する
ことが期待できると考えられる。そこ
で著者らは ‘ イヴ・ピアッチェ ’ の収
穫前に MeJA の散布処理を行うこと
で，インカーブ花を減らすことを試み，
切り花の品質に与える影響を調査した

（Kaneeda et al. 2024）。
2020 年 に，（1）100µM MeJA 散

布処理および（2）対照区の脱イオン
水散布処理を実施した。散布処理は，
ベーサルシュートの花芽が直径 6 〜
10mm に達し，がく片が破れて色付
いた花弁が現れ始めたときに開始した

（ステージ 0，図 -2）。その後，ステー
ジ 4 まで花蕾に毎日 3 mL の噴霧液を

均一に湿らせる散布処理を行い，切り
花を収穫した。収穫した花は，インカー
ブ花を特徴付ける形態として，イン
カーブ花の発生率（％），インカーブ
花弁数，最大花径（mm），花弁新鮮
重（g），雄ずい長（mm），雄ずい新
鮮重（g），雌ずい長（mm），花床径

（mm），花床新鮮重（g），およびがく
片新鮮重（g）の 10 項目を測定した。 
MeJA 散布処理区は 34 本，対照区は 
27 本の切り花を測定した。

実 験 の 結 果， 栽 培 時 の 花 蕾 へ の
MeJA 散布処理は，インカーブ花の
発生率とインカーブ花弁数を減少さ
せ，最大花径と雄ずい長を増大させた

（表 -2）。この結果は，JA がシロイヌ
ナズナの花弁と雄ずいの伸長に必要で
あることを示す先行研究と共通して
いる（Tabata et al. 2010）。また，栽
培時の MeJA 散布処理は，収穫後の
MeJA パルス吸水処理と比較して，イ
ンカーブ花の発生そのものを抑制する
のに優れている可能性がある結果を示
した。また，内生植物ホルモン含有
量の測定結果より（図 -3），インカー

図 -6　��MeJA パルス吸水または SA連続吸水処理した切り花品種のインカーブ花弁数の推移 .�
(Kaneeda�et�al .�2023)

� 　※各処理区の切り花本数は n=5．
� 　※ Tukey 法より，各処理後日数における処理区の異なるアルファベット間には
� 　　5％水準で有意差があることを示し，NSは有意差なしを示す．　
� 　　エラーバーは ±標準誤差を示す．
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ただし，正常花とインカーブ花の花弁
中の SA 含有量は極めて少なく，両者
に有意差もなかったことから，SA 自
体はインカーブ花の発生には関与して
いない可能性が高い。インカーブ花の
発生要因を解明するにあたって，今
後は SA 以外の植物ホルモン処理によ
るインカーブ花弁の発生増加を試みる
必要があると考える。また，今回の実
験では，溶液に糖を添加しなかったた
め，対照区に比べて花の日持ちを有意
に延長することができなかったと考え
られるため，今後はインカーブ花弁の
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あることを示す先行研究と共通して
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ブ花は正常花と比較して開花初期にお
ける IAA 含有量が高く，一方で JA と
JA Ile 含有量が著しく低くなっている

（図 -3A, C, D）。したがって，栽培時
の MeJA 散布処理はこのジャスモン酸
類の不足を補った可能性が考えられる。

生産者における栽培では，切り花は
成熟花蕾であるステージ 2 で収穫さ
れるため，多くの場合，インカーブ花
弁が目視では確認されずに出荷および
流通される。栽培時の MeJA 散布処
理区をステージ 2 で収穫した切り花
では，インカーブ花弁は出現せず，対
照区の切り花でのみインカーブ花が観
察された（データ未掲載）。したがって，
栽培時の MeJA 処理は，潜在的なイ
ンカーブ花の抑制に効果的である。

栽培時の MeJA 散布処理区は対照区
と比較して，開花までの日数や花の日
持ちを有意に延長しなかった（データ
未掲載）。本実験で花の日持ちを延長
できなかったのは，開花のエネルギー
源であり，浸透圧調節物質である可溶
性糖類が不十分であった可能性が考え
られる。したがって，今後の研究では，
花の日持ちをさらに延ばすために，収

穫後の花瓶溶液に可溶性糖類を添加す
る実験が必要と考える。

結 論 と し て， 栽 培 時 の 花 蕾 へ の
MeJA 散布処理は，収穫時のインカー
ブ花を抑制することで切り花の品質低
下を減少する効果があることが明らか
になった。

まとめ

本研究では，収穫後における 500 
µM MeJA パルス吸水処理により，イ
ンカーブ花弁数を抑制し，切り花の品
質を向上させた。また，栽培時にお
ける花蕾への連続的な 100 µM MeJA
散布処理により，インカーブ花弁数を
抑制し，インカーブ花の発生そのもの
も抑制した。インカーブ花の発生要因
は，花弁が展開する直前のステージ 2
の段階における花弁中の IAA の高蓄
積および JA，JA Ile の低蓄積である
と考えられる。花弁中 IAA の高蓄積
によって，インカーブ花では各形態が
大型化した一方で，花弁細胞の肥大が
抑制された可能性が考えられる。また，
高濃度の IAA は，JAs の生合成を阻

害したことも考えられる。JAs の低蓄
積により，インカーブ花ではインベル
ターゼ活性が維持されずに急落するこ
とで，花弁細胞への持続的な吸水が抑
制されて細胞肥大が抑制された結果，
花弁が向軸側に湾曲してしまう可能性
が考えられる。
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農研機構植物防疫研究部門

好野　奈美子

はじめに

近年，YouTube などで行われてい
る動画公開や配信は一般的になった。
それに伴い，動画を撮影したり編集し
たりする機器やアプリケーションも
年々進化している。

動画配信でも頻繁に使われているタ
イムラプスカメラについて，筆者の研
究グループでは圃場での様々な場面を
撮影し活用している。タイムラプスカ
メラの特長と主要な設定，いくつかの
利用場面を紹介する。

タイムラプスカメラとは

タイムラプスカメラ(time lapse camera)
とは，一定のインターバル（時間の間
隔）で撮影し，撮影画像を自動的に結
合して動画を生成し出力するカメラで
ある。ビデオカメラも撮影画像を結合
させている点ではタイムラプスカメ
ラと同じだが，1 秒間に 30 回以上撮
影しているため結合した動画が滑らか
である。対してタイムラプスカメラは
数秒から数時間に 1 回撮影するため，
ビデオカメラの動画のような滑らかさ
はなく，いわゆる「カクカク」とした
動画になる。

タイムラプスカメラの利点は，第 1
にビデオカメラや通常のカメラより限
定的な機能のため消費電力が少なく，
電池の交換回数が少なくて済むことで
ある。例えば日中 1 時間に 1 回撮影を
する場合，単 3 乾電池 4 本で 100 日以

上撮影することができる。したがって，
植物の生長など長期間にわたる内容を
定点で記録し続けることができる。

次に，タイムラプスカメラで生成さ
れる動画のファイルサイズがビデオカ
メラに比べて大幅に小さいことであ
る。動画のファイルサイズはおおよそ
解像度と撮影枚数に左右される。例え
ば 1 分の動画をビデオカメラで撮影
し た 場 合，30 枚 / 秒 ×60 秒 =1800
枚の画像で動画が生成されるが，5 秒
インターバルのタイムラプスカメラで
撮影した場合は 12 枚で生成される。
この撮影枚数の差がファイルサイズの
差となり，容量を節約できる。

2024 年現在，筆者が所属する研究
グループは brinno 社のタイムラプス
カメラ，機種は主に TLC2020，他に
は TLC200pro 等を使用している（図
-1）。これらの機種は画角が 110° 以上
であるが，一部の旧機種は画角が 60°
以下で撮影できる範囲が狭く，圃場で

の撮影には向いていなかった。他社製
品であっても圃場での使用は画角が広
いものをお勧めする。

以下に，筆者がよく使う設定を説明
する。

・インターバル設定

何秒ごとに撮影するかを設定でき
る。TLC2020 では標準設定で 3 秒，
5 秒，などが用意されているが，カス
タムにより 3 秒から 24 時間まで 1 秒
単位で設定できる。TLC200pro では
加えて，ASAP (as soon as possible，
1 秒に 1 ～ 4 回 ) や 2 秒も選べるが，
圃場で使用する場合はほぼ必要ない。

具体的なインターバル設定は使用目
的で異なるため，後述の使用例で説明
する。

・スケジュール設定

数日以上圃場に設置して撮影する
場合，ファイルサイズやバッテリー

圃場におけるタイムラプスカメラ
の利用

図 -1　タイムラプスカメラの機体および防水ケース
（左から，TLC2020の防水ケース，本体，TLC200pro の本体，防水ケース）



16618　植調　Vol.58, No.5　(2024）

を節約するために不必要な撮影時間
帯を除く，スケジュール設定を行う。
TLC2020 では分単位での開始および
終了時刻のほか，撮影の曜日等を選択
できる。

・タイムスタンプ

動画の下方に撮影日時が挿入される
タイムスタンプは，筆者には解析や記
録に有用なので必ず使用している。た
だし，時計は 1 ヶ月使用した場合で
数分ずれていることがあるため，時刻
が重要な場合は電池を交換する毎に時
刻合わせもした方が良いだろう。

・バッテリータイプ

TLC2020 や TLC200pro で は 単 3
形電池 4 本を使用するが，電池の寿
命を活用するために使用する電池の種
類を選択する。インターバルやスケ
ジュールにもよるが，電池交換に行き
やすい筆者所属の附属圃場で使用す
る場合は Ni-MH（ニッケル水素電池）
の充電池（エネループ，Panasonic）
を 1 週間毎に，交換に行きにくい現
地農家圃場で使用する場合は大容量

のアルカリ乾電池（エボルタ NEO，
Panasonic）を 1 ～ 2 か月毎に交換
している。

・解像度

解像度はファイルサイズに直結する
が，どのような使用場面でも解像度はで
きるだけ大きくした方が解析や公表など
に使いやすい。ファイルサイズを減らし
たい場合，筆者は解像度を下げずにイン
ターバルを大きくしたりスケジュールを
短くしたりして対応している。

・フォーカス

TLC2020 では手動でフォーカスを
合わせる設定があるが，設定する場所
が屋外であること，モニター画面が小
さいこと，カメラ本体を屋外用ケー
スに入れていることなどから実際は
フォーカスを合わせにくい。極端な近
距離でない限りフォーカスを合わせな
くても高解像度であれば解析できるこ
とが多いため，筆者は初期設定のまま
使用している。

・再生 FPS

FPS (frames per second，フレーム

レート)は生成する動画の時間当たり
画像数であり，ファイルサイズには影
響しないが動画の再生時間が決まる。

た だ し，2024 年 現 在， 例 え ば
Windows 標準のメディアプレーヤー
などでも動画の再生速度を変更できる
ため，解析のために特段の FPS を設
定する必要はなく，筆者は最大の 30 
FPS にしている。

・データサイズ

TLC2020 の 記 録 媒 体 で あ る
microSD について，本体に付属して
いる小容量のものは長期間の撮影に
は向かず，大容量の microSD を別途
購入する必要がある。その際，必要
な microSD の容量，バッテリー寿命，
動画の長さを算出する brinno 社のサ
イト ( 引用 ) が参考になる。

・その他

圃場などの屋外でタイムラプスカメ
ラを使用する場合，防水仕様の機種あ
るいは防水ケースの使用は必須であ
り，TLC2020 にも専用の防水ケース
ATH1000 がある。ただし，年間を通
して屋外で使う場合，1 ～ 2 年で防水

図 -2　圃場での設置の様子
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ケースが劣化し雨水がケース内に入る
ので，筆者は防水ケースを頻繁に交換
している。
タイムラプスカメラは通常のカメラ
と同様に三脚を用いて撮影することも
できるが，圃場では強風で転倒しやす
い。圃場に長期間設置する場合，地面
に杭などを立てた上でクランプを用い
て固定する方法を主に採用している
（図 -2）。

使用例

筆者がタイムラプスカメラを使用し
ている場面について，以下の３例を紹
介する。

1　出芽や生長の解析

筆者はコムギ栽培圃場におけるネズミ
ムギの出芽動態を調査しているが，出芽
日や葉齢を確認するためにタイムラプス

カメラによる撮影動画を活用している。
図 -3 は筆者所属の農研機構福島拠
点内枠圃場に設置したライムラプスカ
メラ動画から 1コマを抽出した画像
である（以降，タイムラプス画像とす
る）。ネズミムギの出芽個体は細いこ
ともあり，撮影画像で認識できるのが
2葉期以降のことが多い。しかし，タ
イムラプスカメラによる定点撮影によ
り日付を遡って確認できるため，出芽
や葉齢の日を特定することができる。
このように作物や雑草の生長を詳細に
追跡できることは，特に頻繁に確認に
出向くことができない現地農家圃場で
は貴重な情報源となる（図 -4）。
また，図 -5は霜や融雪のタイムラプ
ス画像だが，圃場の天候は近隣の気象
観測記録とは異なったり，そもそも記
録がなかったりする。圃場の天候や土
壌水分などを併せて記録できるのもタ
イムラプスカメラの有用な点である。

なお，この例のように植物の生長を
撮影する場合，朝露や悪天候で撮影画
像が確認困難な時間帯があるため，1
日に数回以上撮影することをお勧めす
る。筆者はフォーカスを設定せず，最
大の解像度で日中１時間毎に撮影して
いる。

2　行動の解析

筆者のグループでは自律型の草刈ロ
ボットについて，年間を通して農地で
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の撮影画像よりおおよそどの位置に衝
突したかが推測できる。この草刈ロ
ボットの例のように，タイムラプスカ

図 -3　タイムラプスカメラによる撮影画像
（附属圃場でのコムギ栽培におけるネズミムギの出芽状況）
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図 -7　ドローンを用いた農薬散布試験の様子

 

 
 

 
 
図-7 ドローンを⽤いた農薬散布試験の様⼦ 

  
図 -8　カゴに取り付けたタイムラプスカメラによる作業記録の例
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図 -5　タイムラプスカメラの画像で確認できる圃場の天候の例。
　　　　　 上：霜，下：融雪
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（上図：柵に衝突する前，下図：柵に衝突した後に方向を変えて
進行（上図の 5 秒後））

 

 
 

 
 
図-6 メッシュ型の防獣柵周囲を⾃律型の草刈ロボットが⾛⾏する様⼦（上図：柵に衝突する前，下図：柵に衝突した

後に⽅向を変えて進⾏（上図の 5 秒後）） 
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メラで行動を記録する場合，必要な情
報を確認できるような適切なインター
バルを選択することが重要である。

3　備忘録

タイムラプスカメラによる動画は映
像による様々な情報を長時間記録でき
るため，圃場で何らかの作業や試験を
実施する際には極力タイムラプスカメ
ラを使用している。インターバルは撮

影時間や撮影内容を考慮して３～ 10
秒を設定することが多い。

図 -7 はドローンによる散布試験を
撮影したタイムラプス画像である。2
コマの画像のみを抽出しているが，こ
れらの画像だけでも点検者や運転者，
点検内容や運転開始時刻，天候や雑草
植生など多くの内容を確認できる。

また，図 -8 は草刈ロボットによるサッ
チを掃除機で回収している作業の様子だ

が，カゴにタイムラプスカメラを取り付
けて持ち歩くことで雑草植生や作業手順
などの多くの情報を記録できている。

今回の紹介事例が読者の役に立てば
幸いである。

引用：
タ イムラプス計算機（brinno 社）
　http://www.brinno.com/jp/support/
　time_setting_calculator

農産物販売金額１位の部門別農業経営体の割合

表 -1　農産物販売⾦額１位の部⾨別にみた農業経営体数割合（全国農業地域別）

農林水産省が公表した令和６年農業構造動態調査結果（令
和６年２月１日現在）によると，全国の農業経営体数は 88
万 3,300 経営体で，９年前の平成 27 年の 133 万 7,300 経
営体に比べ 66.1％にまで減少している。このうち，個人経
営体は 84 万 2,300 経営体で，9 年前の 62.7％に減少。他方，
団体経営体は４万 1,000 経営体で，124.2％と増加している。

団体経営体のうち法人経営体数は，３万 3,400 経営体でそ
の割合は 81％となる。その内訳は，会社法人が２万 2,400
経営体で前年に比べ 300 経営体が増加し，農事組合法人は前
年並みの 7,800 経営体である。

経営耕地面積規模別の構成割合をみると，10ha 以上層が 
63.1％を占める。農業経営体の１経営体当たりの経営耕地面
積は 3.6ha（北海道 34.1ha，都府県 2.5ha）で，前年に比
べ全国で 0.2ha 増加している。

農産物販売金額１位の部門別の農業経営体数の構成割合を

表 -1 に示した。全国では，稲作が最も多く 52.4％を占め，
次いで果樹類の 14.3％である。農業地域別にみると，稲作が
最も多いのは北陸で 86.9％と大半を占める。次いで多いの
が中国 69.9％，東北 62.7％，近畿 60.9％となる。これらの
地域では，果樹類がそれぞれ 12.4％，14.6％，16.7％と続く。
稲作が首位ではあるがその割合が５割を下回るのは，九州の
38.5％で，果樹類，施設野菜，露地野菜の各部門が 10％台
を占め分散している。四国も 43.9％で，果樹類が 23.6％と
特に多く，露地野菜，施設野菜が 10％台である。関東・東
山と東海は約 45％で，露地野菜と果樹類がそれぞれ 10％以
上を占める。一方，北海道では畑作が 25.3％と最も多く，稲
作 21.7％，酪農 16.3％，露地野菜 13.3％と部門が分散して
いる。沖縄もさとうきびを中心とした畑作が 45.6％と最も多
く，肉用牛，果樹類に，いも類などのその他の部門が 10％
以上を占めている。　　　　　　　　　　　　　　　（K. O）

　統計データから

稲 作 畑 作※ 露地野菜 施設野菜 果 樹 類 酪  農 ⾁ ⽤ ⽜ その他※※

全 国 814,600 52.4 5.5 11.3 7.0 14.3 1.4 3.0 5.1
北海道 30,000 21.7 25.3 13.3 8.7 2.7 16.3 3.7 8.0
東 北 148,100 62.7 2.6 8.2 3.6 14.6 1.1 3.6 3.4
北 陸 54,900 86.9 1.3 3.6 1.5 4.6 0.4 0.2 1.8

関東・東⼭ 182,200 45.4 4.2 17.7 8.2 16.6 1.1 0.9 5.9
東 海 67,700 45.8 6.6 12.9 8.4 15.7 0.6 0.9 9.0
近 畿 75,900 60.9 3.2 9.7 4.7 16.7 0.4 1.7 2.9
中 国 70,100 69.9 1.9 7.4 3.6 12.4 0.6 1.9 2.4
四 国 49,900 43.9 2.6 13.8 10.4 23.6 0.2 0.6 4.4
九 州 127,700 38.5 9.0 10.2 12.0 13.0 0.9 8.9 7.4
沖 縄 7,900 1.3 45.6 8.9 6.3 11.4 1.3 13.9 11.4

全経営体数に占める部⾨別経営体数の割合（％）
経営体数全国農業地域

表−1 農産物販売⾦額１位の部⾨別にみた農業経営体数割合（全国農業地域別）

  「その他※※」は，花き・花⽊，その他の作物，養豚，養鶏及びその他の畜産。
注）「畑作※」は，⻨類作，雑穀・いも類・⾖類及び⼯芸農作物。
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初夏になってトウモロコシが店頭に並ぶと夏が来たという
想いが強くなるのは，子供のころからの記憶である。それに
つけても，近頃のスウィートコーンの甘さは驚くばかりであ
るが，子供のころ家の菜園の近くに家畜用のトウモロコシが
あると，食べているトウモロコシの中に粒が大きいが甘くな
い粒が混じっていたことを思い出す。ただし，その意味を理
解するようになったのは長じてからである。筆者はトウモロ
コシを研究材料にしたことはないが，これまでに接した友人
や知人の中にトウモロコシの研究者がおり，この材料の特性
を理解できるようになってきたことは不思議な思いがする。
今回はそれを素材に紹介に努めたい。

トウモロコシの起原
1993 年には，5 年に一度開かれている国際植物学会議の

第 15 回会議が横浜であったが，それにあわせたと思われる
一連の論文が筆者あてに送られてきた。送り主は米国ウィ
スコンシン大学の遺伝学教授イルティス (Hugh Iltis) 博士
(1925-2016) であり，その内容はトウモロコシの原産地とさ
れるメキシコでトウモロコシがいかにして成立したかを推定
した一連の歴史的論文であった (Iltis 1983)。概略は教科書
的に知っていたが，トウモロコシがメキシコで原生種のテオ
シントから人の手を介して作られたのであろうと推定された
当人である同教授からのオリジナル情報は心に響く点があっ
た。そこに登場している要点は図 -1 に示されている。種子
数が多くなり，個々の種子も大きくなり，現在のトウモロコ
シに近づいていることが如実に分かる。これがメキシコに誕
生した文明を支えたのであり，それはメキシコで発展したテ
オティワカン文明であり，マヤ文明，アズテカ文明でもある。
そして，その産物は今日アメリカ合衆国の主要農産物であり，
われわれはそれを利用させてもらっている。これにより，ト
ウモロコシの作物としての成立過程を辿ることができたが，
それは遺伝学の誕生にもつながっていたのである。

筆者はイルティスという名前に全く別のコンテキスト
ででも遭っている。遺伝学の祖メンデル (Gregor Johann 

Mendel) に親しみ著書 ( 長田 2017) も出したが，別のイル
ティス (Hugo Iltis) に出会っているのである。1924 年に最
初の「メンデル伝」が出されているが，その著者もイルティ
スである。このイルティス (1882-1952) はメンデルの故地
チェコスロバキアのブルノに生まれ育ち，メンデルが教鞭を
執った国立高等実科学校でも学び，後に遺伝学者となった。
そして，メンデルの生涯を追跡して「メンデル伝」を刊行し
たのである (Iltis 1924)。ところが，彼はナチスの台頭に際
して，政治的・民族的理由からアメリカへ亡命せざるを得な
かった。判明したことは，その子供が冒頭に述べたイルティ
スだったのである。彼は父の後を襲って植物遺伝学者となっ
たが，第二次世界大戦には連合軍の兵士としてヨーロッパ戦
線へ従軍した。戦争終結後は，ブルノのセント・トーマス修
道院を訪問して戦災の状況を見ており ( 長田 2020)，ドイツ
語が堪能であったので，ナチスに対するニュルンベルク裁判
の被告の通訳としても働いた。なお，父イルティスはアメリ
カへの亡命に際して，多くはコピーであったがメンデル資料
を持ち出し，それはイリノイ大学図書館に保管されている。
そのことを知ったので，2015 年にイリノイ大学の友人ウィ
ドホーム (Jack Widholm) 教授を訪問した際にそれらを見せ

図 -1　トウモロコシ成立の図
左は，野生のトウモロコシであるテオシント，中は，テオシントと栽
培トウモロコシとの雑種，右は，現在の栽培トウモロコシ。野生から，
栽培トウモロコシへ向かって，側枝の数が減り，主軸に集中している
ことが認められる。図は，イルティス博士が送ってこられた素描を転
写した。

図‐1 トウモロコシ成立の図
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ていただいた。それは丁度 1 週間前にブルノのメンデル博
物館に貸し出してあったものが戻ってきたということであ
り，ブルノでは展示に供されたということであった。筆者ら
は 2016 年に日本でメンデル法則発表 150 年を記念したメ
ンデル展を企画したので，調査対象とさせて頂いた。結局，
ブルノのメンデル博物館より直接資料の提供を受けたので，
イリノイ大学のものは見せて頂いただけであった。しかし，
これで，遺伝学の祖といわれるメンデルの研究とトウモロコ
シの遺伝学とは不思議な縁で繋がっていることを知った。

トウモロコシの生産性
トウモロコシは作物としての生産量は穀物の中では最も高

いが，それはトウモロコシが C4 植物であるため光合成能力
が高いことが一因であるが，遺伝学を極限まで駆使した結果
である。栽培化の中で生産量が増やされていったが，トウモ
ロコシでは「雑種強勢 ( ヘテロシス )」の極限に近いまでの
追及がそれを可能としている。これを略述させていただくと，
まず，4 種類の近親交配を繰り返したトウモロコシを用意す
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でマックリントックのポートレートを入手していただいた。

また，トウモロコシ栽培の直接の現場も見せていただいた

図 -2　アメリカでのトウモロコシ生産
アメリカでのトウモロコシの生産量の変化を追ったものでるが，二重
交配で収量が著しく上がっていることが示される。また，1977年の収
穫量の減はゴマ葉枯れ病によるものである (長田　1993より )。
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が，それは冒頭にふれたウィドホーム教授である。現在は名
誉教授となっているが，1980 年当時大学教授として勤めな
がら休暇を利用して農場を経営しており，アメリカ合衆国の
中西部にあって，規模は小さいということであったが，トウ
モロコシとダイズを生産されていた。トウモロコシとダイズ
の畑が延々と続くイリノイ州をドライブして到達した彼の家
ではシカゴの穀物市場と直通回線が通じており，その日の相
場を見てトウモロコシ，ダイズの売却を行っている現場を見
ることができた。アメリカの農業生産の現場の一部を垣間見
ることができたという思いがした。

かくして，トウモロコシの遺伝学と栽培の現場を一寸だけ
覗くことができたが，核心を知ることができた思いがしてい

る。日本でも家畜の飼料として大量のトウモロコシを輸入し
ていることは知っているが，その背景に深層としてメンデル
遺伝学があり，それを駆使してトウモロコシの生産性が支え
られているということを人にも告げたいと述べて筆を置く。

文献
Il tis, Hugh.H. 1983. From teosinto to maize. Science 222, 866-894.
Iltis, Hugo 1924. Gregor Mendel, Springer
長 田敏行 1993. 植物プロトプラストの細胞工学, 講談社サイエンティフィク.
長 田敏行 2019. メンデルの軌跡を訪ねる旅から 3. 生物の科学―遺伝 

72, 189-193.
長 田敏行 2017. メンデルの軌跡を訪ねる旅 , 裳華房 .
M arcia et al. 2010. Designing plants to meet feedstock needs. In 

Biotechnol. Agricul. Forestry Vol.66, Springer-Verlag.

イソップ寓話に「お百姓と子どもたち」というこんなお話が
ある。

＝あるお百姓が，年を取って死ぬ日も近くなったので，死ぬ
前に自分の子どもたちにお百姓の仕事をしっかり覚えさせたい
と思った。そこで息子たちを呼んでこう言った。

「わしはもうじきこの世におさらばするがな，お前たちは，
わしがブドウ畑に隠しておいた物を探してみるといい。きっと，
いい物が見つかるから。」

息子たちはてっきり父親が宝物をどこかに埋めたのだと思っ
て，父親が死ぬとブドウ畑をすみからすみまで深く掘り返した。
しかし，掘っても掘っても，宝物はさっぱり見つからない。で
も，せっせと耕されたブドウ畑からは，いつもの年の百倍もの
ブドウがとれたのだった。

このお話しは，人間にとって働く事こそ宝物であると教えて
いる。＝

というお話であるが，実はこのお話には続きがある。
お百姓が子どもたちに託したブドウ畑には，何か所かに紫色

した花が咲いているところがあった。子どもたちはその花には
見向きもせず，花があろうがなかろうが掘りまわった。その結
果，その紫色の花は消え失せて，ブドウの収穫量は増えたのだ
が，数年もすると，その紫色の花の草が畑中に広がり，その後
はその紫色の花の草の管理に手こずるようになったのである。

事をなすときにはあらかじめ知識を得ておきたいものである。
その草はムラサキカタバミであった。
ムラサキカタバミはカタバミ科カタバミ属の多年草。全国

の畑地，道端，空地，公園，芝地，庭などで生育する。背丈
は 5cm~30cm。とはいえ茎があるわけではなく，葉はすべて
根生し，葉柄は 5cm~15cm。花茎も根生し葉よりも高く抜き
出て 30cm ほどになる。葉は誰もが知っているハート形の 3
小葉が基部の尖ったところで合わさった掌状複葉。小葉は幅

2cm~4.5cm，裏面の葉縁付近にシュウ酸塩が堆積した橙色の
細点がある。花期は 6 月 ~7 月頃であるが，地域によっては春
から秋まで咲いていることがある。また，南西諸島では夏期に
は休眠し 12 月 ~4 月頃に開花する。花色は淡紫紅色で，花弁
は 5 枚，幅は狭く，基部に濃色の条線がある。花茎の先に約
1.5cm の花を数花つける。両性花であるが花粉を形成しない
ため種子は付けず，日本やヨーロッパではもっぱら鱗茎による
栄養繁殖を行う。

見つけたムラサキカタバミを退治し整地しようとして葉や花
を抜き取ると，その時は葉も花もなくなり地表面はきれいに
なったようにみえるが，ムラサキカタバミの葉も花もすべて根
生しているので葉柄，花柄から先を抜き取っただけで，根の部
分はすべて地中に残っていることになる。その根のところにあ
る数百個の鱗茎が整地時などに周りに広がり，翌年には新たな
葉柄や花柄を伸ばし先に葉や花をつけることになる。ムラサキ
カタバミを退治しようとするなら，見つけ次第スコップ片手に
引っこ抜くことである。

須藤　健一
紫片喰・紫酢漿草
（ムラサキカタバミ）田畑の草

くさぐさ
種
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栄養繁殖を行う。

見つけたムラサキカタバミを退治し整地しようとして葉や花
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2023 年度秋冬作芝関係除草剤・生育調節剤試験成績検討

会は，2024 年 6 月 27 日 ( 木 ) に Zoom を用いた Web 会議に

おいて開催された。

この検討会には，試験場関係者 14 名，委託関係者 41 名

ほか，計 62 名の参集を得て，除草剤 2薬剤 (3 点 )について，

試験成績の報告と検討が行われた。

その判定結果については，次の表に示す通りである。

委託試験判定結果

( 公財 )日本植物調節剤研究協会　技術部
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2023 年度秋冬作野菜花き関係除草剤・生育調節剤試験成

績検討会は，2024 年 7 月 17 日 ( 水 ) に Zoom を用いた Web

会議において開催された。
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タマネギ 生育期の一年生雑草を対象としたタ
マネギ生育期での茎葉処理(畦間)に
よる適用性の検討(東北以南，2年目) 

実・継 実) 
[秋冬作;一年生雑草] 
・耕起7日以前，雑草生育期(草丈30cm以下) 
・茎葉処理(全面) 
・250～500mL<散布水量25～50L>/10a 
(専用ノズルを使用する) 
 

[秋冬作;一年生広葉雑草] 
・タマネギ生育期，雑草生育期 
・茎葉処理(畦間) 
・250～500mL<散布水量25～100L>/10a 
(25～50Lでは専用ノズル使用) 

注) 
・雑草の草丈20㎝以下で散布する 
・作物に飛散しないように散布する 
 
継) 
・耕起直前処理での薬害の確認 
・定植前処理での薬害について 
・効果・薬害の確認(畦間処理，イネ科雑草) 

2.NP-55 乳 
セトキシジム:20% 
 
 
[日本曹達]   

ブロッコ
リー 

生育期のイネ科雑草を対象とした茎
葉処理(全面)による除草効果および
ブロッコリーに及ぼす影響の検討(処
方変更に伴う同等性比較) 

― (作用性) 

ダイコン 生育期のイネ科雑草を対象とした茎
葉処理(全面)による除草効果および
ダイコンに及ぼす影響の検討(処方変
更に伴う同等性比較) 

― (作用性) 

 

B.2023年度 春夏作 野菜関係 除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.S-482 顆粒水和 
フルミオキサジン:50% 
 
 
[住友化学]   

アスパラ
ガス 

発生前の一年生広葉雑草を対象とし
たアスパラガス収穫打切後での土壌
処理(全面)による作用性の検討(北海
道:薬量2.5g/10a初年目，5～10g/10a 4
年目) 

実・継 
 
前 
回 
通 
り 

実) 
[春夏作，露地;一年生広葉雑草] 
・萌芽前，雑草発生前 
・5～10g<散布水量100L>/10a 
・土壌処理(全面) 
 
・収穫打切後(春どり栽培)，雑草発生前 
・5～10g<散布水量100L>/10a 
・土壌処理(全面) 
注) 
・処理後に若茎の褐変，湾曲が見られることがあ
る 
 
継) 
・効果・薬害の確認(萌芽前，薬量2.5g) 
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A. 野菜関係 除草剤

B.2023 年度 春夏作 野菜関係 除草剤
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2023 年度秋冬作野菜花き関係除草剤・生育調節剤試験成

績検討会は，2024 年 7 月 17 日 ( 水 ) に Zoom を用いた Web

会議において開催された。

この検討会には，試験場関係者 19 名，委託関係者 25 名

ほか，計 51 名の参集を得て，除草剤 4 薬剤 (14 点 )，生育

調節剤 1薬剤 (1 点 ) について，試験成績の報告と検討が行

われた。

その判定結果については，次の表に示す通りである。

委託試験判定結果

( 公財 )日本植物調節剤研究協会　技術部

2023 年度秋冬作野菜花き関係
除草剤・生育調節剤試験判定結果

 1 

 

 

２２００２２３３年年度度秋秋冬冬作作野野菜菜花花きき関関係係 
除除草草剤剤・・生生育育調調節節剤剤試試験験判判定定結結果果 

 

 (公財)日本植物調節剤研究協会 技術部 
 

 

2023年度秋冬作野菜花き関係除草剤・生育調節剤試験成績検討

会は，2024年7月17日(水)にZoomを用いたWeb会議において開

催された。 

この検討会には，試験場関係者19名，委託関係者25名ほか，

計51名の参集を得て，除草剤4薬剤(14点)，生育調節剤1薬剤

(1点)について，試験成績の報告と検討が行われた。 

その判定結果については，次の表に示す通りである。 

  

22002233年年度度秋秋冬冬作作野野菜菜花花きき関関係係除除草草剤剤・・生生育育調調節節剤剤試試験験  判判定定結結果果  

A.野菜関係 除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.AK-01 液 
グリホサートイソプロピ
ルアミン塩:41% 
 
 
[TAC普及会]  

タマネギ 生育期の一年生雑草を対象としたタ
マネギ生育期での茎葉処理(畦間)に
よる適用性の検討(東北以南，2年目) 

実・継 実) 
[秋冬作;一年生雑草] 
・耕起7日以前，雑草生育期(草丈30cm以下) 
・茎葉処理(全面) 
・250～500mL<散布水量25～50L>/10a 
(専用ノズルを使用する) 
 

[秋冬作;一年生広葉雑草] 
・タマネギ生育期，雑草生育期 
・茎葉処理(畦間) 
・250～500mL<散布水量25～100L>/10a 
(25～50Lでは専用ノズル使用) 

注) 
・雑草の草丈20㎝以下で散布する 
・作物に飛散しないように散布する 
 
継) 
・耕起直前処理での薬害の確認 
・定植前処理での薬害について 
・効果・薬害の確認(畦間処理，イネ科雑草) 

2.NP-55 乳 
セトキシジム:20% 
 
 
[日本曹達]   

ブロッコ
リー 

生育期のイネ科雑草を対象とした茎
葉処理(全面)による除草効果および
ブロッコリーに及ぼす影響の検討(処
方変更に伴う同等性比較) 

― (作用性) 

ダイコン 生育期のイネ科雑草を対象とした茎
葉処理(全面)による除草効果および
ダイコンに及ぼす影響の検討(処方変
更に伴う同等性比較) 

― (作用性) 

 

B.2023年度 春夏作 野菜関係 除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.S-482 顆粒水和 
フルミオキサジン:50% 
 
 
[住友化学]   

アスパラ
ガス 

発生前の一年生広葉雑草を対象とし
たアスパラガス収穫打切後での土壌
処理(全面)による作用性の検討(北海
道:薬量2.5g/10a初年目，5～10g/10a 4
年目) 

実・継 
 
前 
回 
通 
り 

実) 
[春夏作，露地;一年生広葉雑草] 
・萌芽前，雑草発生前 
・5～10g<散布水量100L>/10a 
・土壌処理(全面) 
 
・収穫打切後(春どり栽培)，雑草発生前 
・5～10g<散布水量100L>/10a 
・土壌処理(全面) 
注) 
・処理後に若茎の褐変，湾曲が見られることがあ
る 
 
継) 
・効果・薬害の確認(萌芽前，薬量2.5g) 
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B.2023 年度 春夏作 野菜関係 除草剤
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C.2022 年度 秋冬作 野菜関係 除草剤

 2 

C.2022年度 秋冬作 野菜関係 除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.AK-01 液 
グリホサートイソプロピ
ルアミン塩:41% 
 
 
[TAC普及会]  

タマネギ 生育期の一年生雑草を対象としたタ
マネギ生育期での茎葉処理(畦間)に
よる適用性の検討(東北以南，初年目) 

上 
記 
参 
照 

 

 

D.2021年度 春夏作 野菜関係 除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.UPH-004 液 
グルホシネート:18.5% 
 
 
[ユーピーエルジャパン] 

イチゴ 生育期の一年生雑草を対象としたイ
チゴ生育期の茎葉処理(畦間)による
適用性の検討(3年目) 

継 継) 
・効果・薬害の確認 

 

E.2023年度 春夏作 花き関係 除草剤 

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.UPH-007 顆粒水溶 
(旧HPW-115) 
アシュラム:82% 
 
 
[ユーピーエルジャパン]  

ツツジ・ 
サツキ 

ツツジ・サツキにおける生育期の一年
生雑草を対象とした茎葉処理(樹間・
樹冠下)による適用性の検討｡ 

継 継) 
・効果・薬害の確認 

ツバキ・ 
サザンカ 

ツバキ・サザンカにおける生育期の一
年生雑草を対象とした茎葉処理(樹
間・樹冠下)による適用性の検討｡ 

継 継) 
・効果・薬害の確認 

ベニカナ
メモチ 

ベニカナメモチにおける生育期の一
年生雑草を対象とした茎葉処理(樹
間・樹冠下)による適用性の検討｡ 

継 継) 
・効果・薬害の確認 

 

F.2023年度 春夏作 花き関係 生育調節剤 

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.SL-950 乳 
ニコスルフロン:4.0% 
 
 
[石原産業, 
石原バイオサイエンス] 

ツバキ・ 
サザンカ 

ヤブツバキに対して，樹冠上から散布
した場合の薬害確認 

継 継) 
・効果・薬害の確認 

ツバキ・ 
サザンカ 

サザンカに対して，樹冠上から散布し
た場合の薬害確認 

イヌツゲ イヌツゲに対して，樹冠上から散布し
た場合の薬害確認 

継 
 
前 
回 
通 
り 

継) 
・効果・薬害の確認 

ドウダン
ツツジ 

ドウダンツツジに対して，樹冠上から
散布した場合の薬害確認 

継 
 
前 
回 
通 
り 

継) 
・効果・薬害の確認 

 

E.2023 年度 春夏作 花き関係 除草剤

F.2023 年度 春夏作 花き関係 生育調節剤

D.2021 年度 春夏作 野菜関係 除草剤
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はじめに

茨城県牛久市にある公益財団法人日本植物調節剤研究協会
研究所について，前回の試験研究部に引き続き今回は環境科
学部を紹介する。
環境科学部は，残留試験関係全般を担当している。残留試
験は，圃場などでの試料調製と，室内での分析試験に大きく
分けられ，環境第一研究室では主に分析試験を，環境第二研
究室では主に試料調製を担当している。
農薬開発会社から受託する試験項目としては，作物残
留試験，後作物残留試験，土壌残留試験，水質汚濁性試験，
農薬使用者暴露試験など農薬登録申請用の試験の他，永
年蓄積残留試験，薬効薬害要因解析試験など剤の開発や
普及用のデータ取得のための試験がある。薬効薬害要因
解析は多岐にわたっており，近年の委託試験実施例とし
ては，農薬の田面水中拡散性試験，飛散（ドリフト）試験，
製剤比較試験，土壌吸着試験，土壌水中濃度試験などが
ある。
また，上記受託試験の他にも，農薬の開発や雑草防除の現
場における課題解決のための調査研究にも取り組んでいる。
近年の課題例としては，「作物残留試験に用いるホールクロッ
プサイレージ用稲品種の検討」，「作物残留分析試験における
回収率改善化技術」，「畑作土壌における除草剤の土壌吸着性
と生物評価」などがある。

１．変遷

環境科学部は，当初は化学研究室という名称であったが，
2005 年 4 月から環境科学研究室，2008 年 4 月から環境科
学グループ，2010 年 4月からは環境第一研究室と環境第二
研究室の２研究室を有し現在に至る。
環境科学部には，今では職員 10 名，パート職員 4名の
14名が所属しているが，私が配属となった 20年前は職員 3
名，パート職員 2名を合わせた 5名の研究室であった。そ
の後，GLP 試験の受託開始などがあり，作物残留圃場試験

棟の整備，施設栽培用ビニールハウスや分析機器の増設など
を行ってきた。

２．試験施設および試験圃場

＜試験圃場＞
研究所内圃場の他，研究所の北東に位置する岡見圃場，南
南東に位置する女化圃場の 3箇所が環境科学部で主に使用
する圃場である。この他には，水田での土壌残留試験を受託
した場合に使用する竜ヶ崎圃場がある。

＜作物残留圃場試験棟＞
作物残留圃場試験棟（図 -1）には，圃場試験で使用する
被験物質（供試薬剤）の保管，計量，希釈調製や器具の洗浄
を行う部屋，散布器具の保管部屋および試料（圃場から持ち
込んだ収穫物）を調製して梱包する部屋がある。各部屋は，
出入口を含めて分離されており，被験物質と作物試料の動線
が交わらないように配置されている。棟の外には作物試料の
泥を洗い落とすための洗い場や乾燥させるためのガラス室が
ある（図 -2）。

＜土壌残留試験圃場＞
土壌残留試験の水田試験（図 -3）では，研究所内圃場の
黒ぼく土，竜ヶ崎圃場の灰色低地土の 2種類の土壌で実施
できる態勢をとっている。畑地試験（図 -4）では，黒ぼく
土 1種類ではあるが，近年の委託試験数の増加に対応でき
るよう 2圃場を確保し，研究所内圃場もしくは女化圃場で
試験している。土壌残留試験では通常施用量の倍量の農薬を
圃場に処理する場合がある。また，土壌の採取を 1年間継
続する場合もあるため，土壌残留試験専用の圃場を用意して
農薬開発会社の委託希望に応じられるようにしている。

＜水動態試験施設＞
水質汚濁性試験は，研究所内に建設されている水動態試験
施設（ライシメーター，図 -5）にて行っている。この施設では，
土壌中の農薬の挙動を調べることができる。土壌は火山灰土

研究所　環境科学部 公益財団法人日本植物調節剤研究協会
環境科学部長

中村　直紀

アウトラインなし

アウトライン済

●
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はじめに

茨城県牛久市にある公益財団法人日本植物調節剤研究協会
研究所について，前回の試験研究部に引き続き今回は環境科
学部を紹介する。
環境科学部は，残留試験関係全般を担当している。残留試
験は，圃場などでの試料調製と，室内での分析試験に大きく
分けられ，環境第一研究室では主に分析試験を，環境第二研
究室では主に試料調製を担当している。
農薬開発会社から受託する試験項目としては，作物残
留試験，後作物残留試験，土壌残留試験，水質汚濁性試験，
農薬使用者暴露試験など農薬登録申請用の試験の他，永
年蓄積残留試験，薬効薬害要因解析試験など剤の開発や
普及用のデータ取得のための試験がある。薬効薬害要因
解析は多岐にわたっており，近年の委託試験実施例とし
ては，農薬の田面水中拡散性試験，飛散（ドリフト）試験，
製剤比較試験，土壌吸着試験，土壌水中濃度試験などが
ある。
また，上記受託試験の他にも，農薬の開発や雑草防除の現
場における課題解決のための調査研究にも取り組んでいる。
近年の課題例としては，「作物残留試験に用いるホールクロッ
プサイレージ用稲品種の検討」，「作物残留分析試験における
回収率改善化技術」，「畑作土壌における除草剤の土壌吸着性
と生物評価」などがある。

１．変遷

環境科学部は，当初は化学研究室という名称であったが，
2005 年 4 月から環境科学研究室，2008 年 4 月から環境科
学グループ，2010 年 4月からは環境第一研究室と環境第二
研究室の２研究室を有し現在に至る。
環境科学部には，今では職員 10 名，パート職員 4名の
14名が所属しているが，私が配属となった 20年前は職員 3
名，パート職員 2名を合わせた 5名の研究室であった。そ
の後，GLP 試験の受託開始などがあり，作物残留圃場試験

棟の整備，施設栽培用ビニールハウスや分析機器の増設など
を行ってきた。

２．試験施設および試験圃場

＜試験圃場＞
研究所内圃場の他，研究所の北東に位置する岡見圃場，南
南東に位置する女化圃場の 3箇所が環境科学部で主に使用
する圃場である。この他には，水田での土壌残留試験を受託
した場合に使用する竜ヶ崎圃場がある。

＜作物残留圃場試験棟＞
作物残留圃場試験棟（図 -1）には，圃場試験で使用する
被験物質（供試薬剤）の保管，計量，希釈調製や器具の洗浄
を行う部屋，散布器具の保管部屋および試料（圃場から持ち
込んだ収穫物）を調製して梱包する部屋がある。各部屋は，
出入口を含めて分離されており，被験物質と作物試料の動線
が交わらないように配置されている。棟の外には作物試料の
泥を洗い落とすための洗い場や乾燥させるためのガラス室が
ある（図 -2）。

＜土壌残留試験圃場＞
土壌残留試験の水田試験（図 -3）では，研究所内圃場の
黒ぼく土，竜ヶ崎圃場の灰色低地土の 2種類の土壌で実施
できる態勢をとっている。畑地試験（図 -4）では，黒ぼく
土 1種類ではあるが，近年の委託試験数の増加に対応でき
るよう 2圃場を確保し，研究所内圃場もしくは女化圃場で
試験している。土壌残留試験では通常施用量の倍量の農薬を
圃場に処理する場合がある。また，土壌の採取を 1年間継
続する場合もあるため，土壌残留試験専用の圃場を用意して
農薬開発会社の委託希望に応じられるようにしている。

＜水動態試験施設＞
水質汚濁性試験は，研究所内に建設されている水動態試験
施設（ライシメーター，図 -5）にて行っている。この施設では，
土壌中の農薬の挙動を調べることができる。土壌は火山灰土
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壌（壌土）と沖積土壌（埴壌土）の 2 種類あり，薬剤を施
用した後，経時的に田面水や浸透水を採取して薬剤濃度を測
定し，土壌中での薬剤の移動や浸透程度を確認する。なお，
植調研究所で使用するライシメーターは，一般的なものとは
異なり，土の畦畔（幅 15 cm）を設置することによりコン
クリート壁面からの直接的な漏水を回避して実際の圃場条件
に近くなるように設計してある。

＜永年蓄積残留試験圃場＞
1 筆約 40 ㎡の水田 10 数筆を有する永年蓄積残留試験圃

場（図 -6）では，除草剤や生育調節剤を毎年連用すること
による土壌への蓄積の程度や作物（水稲）への残留あるいは
影響を調べている。これらの圃場のなかには，1974 年から
約 50 年にわたって薬剤を施用し続けている圃場もあり，世
界的にみてもとても貴重な水田である。土壌は火山灰土と沖
積土の 2 種類。通常は，処理直後，処理 60 日後，収穫期お
よび翌年春の耕起前の年 4 回，表層 10 cm までの土壌を採

取して残留量を分析する。
なお，これまで多くの薬剤で試験を行ってきたが，処理直

後に最高値を示した後，速やかに減少し，翌年春の耕起前に
は一定のレベルまで低下するという減衰パターンを示す薬剤
がほとんどである。また，いずれの薬剤についても水稲の生
育や収量に与える蓄積的な影響は見られておらず，収穫した
玄米と稲わらについて残留分析を行っているが，問題となる
ような蓄積傾向は見られていない。

なお，永年蓄積残留試験圃場は水田 1 枚 1 枚が小さく，
田植え機の使用が難しいことから，環境科学部総出で水田に
入り，水稲苗を手植えするのが毎年恒例となっている。

＜分析施設＞
研究所本館内には分析試験施設があり，受領した試料を前

処理する部屋，抽出，精製および濃縮乾固を行う部屋，標準
品を保管する部屋や秤量する部屋，分析機器 LC-MS/MS が
3 台並ぶ残留量の測定（図 -7）を行う部屋などがある。作物

図 -3　水田における土壌残留試験の様子 図 -4　畑地における土壌残留試験の様子

図 -1　作物残留圃場試験棟の外観

 
 

 
 
 

 

 
 

 
 
 

図 -2　作物残留圃場試験棟に隣接する作物乾燥ガラス室
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残留試験，後作物残留試験，土壌残留試験，水質汚濁性試験
に加えて，2024 年度からは農薬使用者暴露試験の分析試験
が行えるように整備し，大容量抽出容器を振とうできる大型
振とう機や大型冷凍庫の他，吸引カラム用ポンプなどが設置
してある。

おわりに

最近は再評価対応の影響が大きく，農薬開発会社からの委
託試験数が増加傾向にあり，環境科学部職員の増員や分析機
器の増設を行ってきたが，委託希望全てを受けられるまでに
は至っていない。この点は今後の課題であり，改善していき

たいと考えている。
最後に，植調研究所周辺の観光地として三つ紹介する。一
つは，日本で初めてブドウの栽培から瓶詰めまでを一貫して
行ったワイン醸造場である「牛久シャトー」がある。二つ目は，
世界一の高さを誇る青銅製仏像としてギネス世界記録に認定
されている「牛久大仏」がある。苑内では，春には桜や芝桜，
その他の季節には様々な花が楽しめ，花摘みができるものも
ある。三つ目は，「あみプレミアム・アウトレット」が牛久
大仏から約 1km超のところにあり，ちょっとしたショッピ
ングや食事が楽しめる。植調研究所にお立ち寄りの際に足を
のばしてみるのもお勧めである。

図 -5　水動態試験施設（ライシメーター）

図 -6　永年蓄積残留試験圃場の様子 図 -7　分析操作の様子（LC-MS/MSでの分析）
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■協会だより
■■試験成績検討会
●2024年度茶園関係除草剤・生育調節剤試験成績検討会	
	（Web会議）
　日時：2024年９月26日	 （木）	13:30～17:00	
●2024年度水稲関係除草剤作用性・拡散性・直播作用性・	
	 適1試験成績検討会（Web会議）
	 日時：2024年10月16日	 （水）	10:00～17:00　
●2024年度緑地管理関係除草剤・生育調節剤試験成績検討会
	（Web会議）
	 日時：2024年10月17日	 （木）	10:00～17:00	
　　　　　　　　　		18日	（金）	10:00～17:00

■研究会等
●第18回除草剤抵抗性雑草研究会
　日時：2024年9月11日（水）　14:30～17:05
　場所：東京農工大府中キャンパス
　　　　農学部第2講義棟1F	11教室
　参加費：無料（要事前申込）
　参加申込み：https://forms.gle/XPzzCQVMYH337F389
		　【	9月6日（金）まで	】
　内容：
　「微生物がもたらす抵抗性」　松本　はるな（浙江大学）
　「ヒエ属雑草における除草剤抵抗性検定法の開発」
　　　吉川　学（福島県農業総合センター）
　「新規PPO阻害剤Rapidicil™の開発および抵抗性
　　Amaranthus類への効果とその展望（仮）」
　　　神　義伸（住友化学株式会社）
●日本植物防疫協会シンポジウム『農業現場が求める病害虫
　防除の情報とは何か』
　日時：2024年9月18日（水）　10:00～17:30
　場所：日本教育会館一ツ橋ホール
　　　　（東京都千代田区一ツ橋2-6-2）
　　　　会場及びオンラインでの参加（ウェビナー）
　参加費：無料
　プログラム：
【講演】
「WAGRIが提供するAPIの説明と農業データアグリゲーション
　スキームの構築」
　　二宮　芳継，山中　武彦（農研機構農業情報研究センター）
「兵庫県が行う生産現場に向けた病害虫防除に係る情報提供
　とその課題」
　　神頭　武嗣（兵庫県立農林水産技術総合センター
　　　　　　　　淡路農業技術センター）
「病害虫雑草の診断と予察におけるデータの活用と課題」
　　青島　正昂（日本農薬株式会社）

【パネラーによる情報提供・紹介】
「地域統一防除体系による，特別栽培りんごの産地確立」
　　横沢　勤（岩手中央農業協同組合（JAいわて中央））
「山陽薬品(株)が農家に提供する病害虫防除に係る情報とその
　方法」
　　中山　博史（山陽食品株式会社）
「２代にわたり戦う病害虫防除と天災～ピーマンの大産
　地ならではの悩みとは～」
　　飯田　等（株式会社agri	new	winds）
「数十年の農業経営を通じて病害虫防除用情報コミュニケー
　ションについて思う」
　　木場　俊行（株式会社いちごハウス木場）
【総合討論】
　参	加申込み：日本植物防疫協会ホームページのシンポジ

ウム・研修会（https://jppa.or.jp/event）に掲載され
ている参加申込みフォームより申込み

		　【8月30日（金）まで】
●報農会第39回シンポジウム
『植物保護ハイビジョン－2024』－「みどりの食料システ
ム戦略」に関する植物保護分野の重要課題－
　日時：2024年9月25日（水）　10:50～15:30（終了後に
　　　　功労者表彰式，祝賀会あり）
　場所：「北とぴあ」つつじホール（東京都北区王子1-11-1）
　　　　（Zoomを用いたハイブリッド型開催）
　プログラム：
　「地球温暖化が病害虫発生に及ぼす影響」
　　　山村　光司（農研機構農業環境技術研究部門）
　「地理情報システム（GIS）を活用した国内におけるミカン
　　キジラミの定着可能地域予測」
　　　紺野　祥平（農研機構果樹茶業研究部門）
　「線虫剤を取り巻く状況（市場と開発動向について）」　
　　　中村　元太（アグロ	カネショウ株式会社）
　「Agroecology・アグロエコロジーそして農生態学：有害
　　生物管理における基礎的な話題から」
　　　日鷹　一雅（愛媛大学大学院農学研究科）
　「トマト生産現場での取り組み：GAP，振動による害虫防除」
　　　瀬尾　誠（株式会社未来菜園）
　参加人数：200名（先着順）※定員になり次第受付終了
　参加申込み：開催要領（https://honokai.org/archives/
　　6107）にある申込用紙を用いて，メールまたはFAXで
　　申込み【9月10日（火）15:00まで】
　参加費：3,000円（講演要旨集	2,000円を含む，送料込み）
　　　　　参加申込日から7日以内に銀行振込み
●第43回農薬製剤・施用法シンポジウム
　主催：日本農薬学会，農薬製剤・施用法研究会
　協賛：農業食料工学会，日本雑草学会，粉体工学会，日本
　　　　化学会，高分子学会，色材協会，日本油化学会
　日時：2024年10月	10日	（木）13:00～17:30
	 11日	（金）	 9:00～16:00

広　 　　　場
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　場所：つくば国際会議場（茨城県つくば市竹園2-20-3）
　プログラム（予定）：
　　10月	10日（木）	 特別講演(3件)，ポスターセッション，
	 	 	 情報交換会
	 11日（金）	 特別講演(2件)，技術研究発表
【特別講演】
　「果樹病虫害防除におけるドローンの活用に関する技術開発」
　　　塩谷　浩（農研機構果樹茶業研究部門）
　「台湾における無人航空機による農薬散布の現状と将来展望」
　　　楊　尚唯(Yang,	Shang-wei)
　　　（台湾	農業部農業藥物試驗所	資材研發組）
　「日本国内における難防除外来雑草の発生実態と対策」　
　　　小荒井　晃（農研機構植物防疫研究部門）
　「農薬の連続合成と連続微粒子化技術の創出による高機
　　能化」
　　　小林　修（東京大学大学院理学系研究科）
　「乳化の“適剤適処”～界面活性剤が無くなったら，どう
　　する？～」
　　　酒井　俊郎（信州大学大学院総合理工学研究科）
　参	加申込み：シンポジウムページ(https://seizaiseyouhou43.

peatix.com/)から，参加登録事前準備，参加登録方法を
ご一読の上，参加登録・参加費のお支払いをお済ませ
ください。【10月11日（金）まで】

　参加費：通常料金	：14,000円（税込）
　※早期割引料金の登録期間は終了しました
●植物化学調節学会第59回大会
　日時：2024年10月31日（木）～11月2日（土）
	 10月	31	日～11月2日　口頭発表
	 11月	1	 日午後	 授賞式，受賞講演，シンポジウム，	
	 	 	 	 	 懇親会
	 11月	２	日午後	 ポスター発表，表彰式
　場所：静岡市清水文化会館（マリナート）
　　　（静岡市清水区島崎町214）小ホール，ギャラリーなど
　　　　静岡市東部勤労者福祉センター（清水テルサ）
　　　（静岡市清水区島崎町223）　大会議室，小会議室1
　　　（講演・口頭発表は対面のみ，オンラインなし）
　参			加申込み：学会ウェブサイトから（https://www.jscrp.

jp/meeting/registration2024.html）
　参加費：	9月2日(月)まで早期割引料金（正会員	7,000円，

非会員	8,000円），以後は通常料金（正会員	
8,000円，非会員	9,000円）　

　　　　　		懇親会は別途	8,000円，要旨集（冊子版）の予約
は別途	1,000円（要旨集のPDF版は，参加申込
者及び植化調会員は無料で入手可能の予定）

　発表申込み：	発表登録と要旨入稿を発表登録フォームよ
り申込み【9月2日(月)まで】
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　場所：つくば国際会議場（茨城県つくば市竹園2-20-3）
　プログラム（予定）：
　　10月	10日（木）	 特別講演(3件)，ポスターセッション，
	 	 	 情報交換会
	 11日（金）	 特別講演(2件)，技術研究発表
【特別講演】
　「果樹病虫害防除におけるドローンの活用に関する技術開発」
　　　塩谷　浩（農研機構果樹茶業研究部門）
　「台湾における無人航空機による農薬散布の現状と将来展望」
　　　楊　尚唯(Yang,	Shang-wei)
　　　（台湾	農業部農業藥物試驗所	資材研發組）
　「日本国内における難防除外来雑草の発生実態と対策」　
　　　小荒井　晃（農研機構植物防疫研究部門）
　「農薬の連続合成と連続微粒子化技術の創出による高機
　　能化」
　　　小林　修（東京大学大学院理学系研究科）
　「乳化の“適剤適処”～界面活性剤が無くなったら，どう
　　する？～」
　　　酒井　俊郎（信州大学大学院総合理工学研究科）
　参	加申込み：シンポジウムページ(https://seizaiseyouhou43.

peatix.com/)から，参加登録事前準備，参加登録方法を
ご一読の上，参加登録・参加費のお支払いをお済ませ
ください。【10月11日（金）まで】

　参加費：通常料金	：14,000円（税込）
　※早期割引料金の登録期間は終了しました
●植物化学調節学会第59回大会
　日時：2024年10月31日（木）～11月2日（土）
	 10月	31	日～11月2日　口頭発表
	 11月	1	 日午後	 授賞式，受賞講演，シンポジウム，	
	 	 	 	 	 懇親会
	 11月	２	日午後	 ポスター発表，表彰式
　場所：静岡市清水文化会館（マリナート）
　　　（静岡市清水区島崎町214）小ホール，ギャラリーなど
　　　　静岡市東部勤労者福祉センター（清水テルサ）
　　　（静岡市清水区島崎町223）　大会議室，小会議室1
　　　（講演・口頭発表は対面のみ，オンラインなし）
　参			加申込み：学会ウェブサイトから（https://www.jscrp.

jp/meeting/registration2024.html）
　参加費：	9月2日(月)まで早期割引料金（正会員	7,000円，

非会員	8,000円），以後は通常料金（正会員	
8,000円，非会員	9,000円）　

　　　　　		懇親会は別途	8,000円，要旨集（冊子版）の予約
は別途	1,000円（要旨集のPDF版は，参加申込
者及び植化調会員は無料で入手可能の予定）

　発表申込み：	発表登録と要旨入稿を発表登録フォームよ
り申込み【9月2日(月)まで】
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